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平成20年度施政方針と予算②

町の財政状況について⑩
平成20年度町職員人事⑫
（仮称）白鷹町文化交流センターの

愛称を募集します⑭
「白鷹プロジェクト」が始まります⑮

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務政策課

こぐわ保育園入園式　－　いっぱいの期待と少しの不安を秘めながら行進
　４月４日、町立保育園４園の入園式が一斉に行われました。今年、新たに入園する園児は105人（４月１日現在）。こ
のこぐわ保育園には14人の子どもたちが入園しました。式の間は、子どもたちはお母さんに寄り添い片時も離れません
でしたが、その後の先生がたの出し物のときには、思い思いに体を揺らしたり、手を挙げたりしていました。無事園生
活の第一歩が踏み出せたようですね。
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（仮称）白鷹町文化交流センターは、来

年秋オープンを目指し、建設中です。

（鮎貝まちづくり拠点施設整備事業）

　

山
河
に
降
り
積
も
っ
た
雪
は
解
け
は
じ
め
、
悠
久
の
母
な
る

川
「
最
上
川
」
に
合
流
し
、
満
々
と
水
を
湛
え
日
本
海
ま
で
長

い
旅
路
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
最
上
川
流
域
に
は
、
人
び
と
の

多
様
な
活
用
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
独
自
の
文
化
的
景
観
が
良
好

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
舟
運
、
稲
作
、
祈
り
に
顕
著
な
特
徴

を
示
し
、
人
間
と
自
然
と
の
共
生
の
あ
り
方
を
示
す
文
化
遺
産

「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
」
と
し
て
、
県
民
挙
げ
て
世
界
遺
産

の
暫
定
登
録
に
向
け
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、

本
町
の
中
央
を
貫
流
す
る
最
上
川
に
注
目
し
、
自
然
と
人
間
の

営
み
を
見
る
と
、
幾
世
紀
に
わ
た
り
培
わ
れ
て
き
た
舟
道
や
舟

運
と
か
か
わ
り
の
深
い
紅
花
、
人
び
と
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い

古
典
桜
、
山
形
県
唯
二
つ
の
無
形
文
化
財
で
あ
る
深
山
和
紙
、

白
鷹
板
締
小
絣
な
ど
、
最
上
川
と
と
も
に
長
い
時
間
を
か
け
て

育
ま
れ
た
価
値
あ
る
資
源
が
、
豊
ほ
う
じ
ょ
う饒

の
大
地
に
し
っ
か
り
根
を

は
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
的
資
産
を
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
磨
き
を

か
け
、
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
活
動
の
中
に
自
信
と
誇
り
を
育
み
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
有

施
政
方
針
�

予
算

ま
ち
の
仕
事
の
方
針
と
予
算

り
様
を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
息
吹
で
あ
り
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
新
し
い
時
代
の
潮
流
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
る
急
速
な
人
口
減
少
、
価
値
観

や
生
活
様
式
の
多
様
化
、
高
度
情
報
化
の
進
展
、
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
な
ど
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
大
き

く
変
容
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
国

の
構
造
改
革
は
、
町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
、
地
域
が
個
性

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
願
い
を
持
ち

な
が
ら
も
、
都
市
と
地
方
、
所
得
、
雇
用
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
子
や
孫
の
次
世
代
へ
の
安
定
社
会
を
引
き
継

ぐ
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
し
て
、「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
わ
た
し
た
ち
の

究
極
の
目
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
社
会
づ
く
り
は
、
人
と
自
然
と
の
共
生
の
も
と
に
、「
活

力
あ
る
経
済
」「
安
定
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
」「
次
世
代
を
担
う

教
育
の
充
実
」
並
び
に
「
信
頼
あ
る
行
財
政
」
の
施
策
を
着
実

に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
達
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町産材を活用した子育て支援住宅は、６

棟建設する予定です。

（子育て支援公営住宅整備事業）

平
成
20
年
度
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【
地
方
財
政
の
状
況
】

　

地
方
財
政
の
状
況
は
、
一
般
歳
出
や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑

制
な
ど
に
よ
り
地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
一
方

で
、
地
方
再
生
に
向
け
た
地
域
活
性
化
施
策
の
充
実
な
ど
に
対

処
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税
及
び
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る

公
債
費
や
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
激
減
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
決
算
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
が

92
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
財
政
健
全
化
法
の
施
行
に
伴
う
健
全
化
判
断

比
率
の
基
準
の
一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
23

・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
起
債
残
高
も
ピ

ー
ク
時
の
１
３
４
億
円
台
か
ら
当
年
度
末
で
89
億
円
程
度
に
減

少
し
、
比
率
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
減
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革

を
進
め
な
が
ら
計
画
的
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

財
政
状
況
は
徐
々
に
改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
19
年
度
か
ら
３
年
間
、
高
金
利
対
策
と
し
て
補
償
金
免
除

の
繰
上
償
還
が
可
能
と
な
り
、
低
利
の
借
換
債
が
発
行
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
水
道
、
下
水
道
会
計
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
も
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
引
き
続
き
歳
入
歳
出
一
体
改
革
の
必
要

性
を
踏
ま
え
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
、
中
長
期
的
な
見
通
し
に
よ
る
財
政
構
造
の
自
律

的
な
改
革
を
進
め
る
た
め
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
に
集
中
と
選
択
と
い
う
視
点
で
歳
出
の
重
点
化
を
行
い
、
持

続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
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域
経
済
の
状
況
も
十
分
に
把
握
し
た
う
え
で
、
知
恵
と
工
夫
を

活
か
し
た
施
策
展
開
に
よ
り
、
町
民
の
福
祉
向
上
と
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
諸
課
題
に
対
し
て
総
合
的
か
つ

積
極
的
に
対
応
す
る
自
律
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
編
成
の
基
本
方
針
】

　

平
成
20
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

も
、「
第
４
次
白
鷹
町
総
合
計
画
」
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
、
振

興
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
評
価
と
も
連
動
し
な
が
ら
効
率

性
と
重
点
化
を
重
視
し
編
成
し
ま
し
た
。

　

取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
自
立
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
将
来

展
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
の
自
助
、

公
助
、
共
助
を
中
心
と
す
る
相
互
扶
助
と
し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
評
価
し
、
町
民
と
行
政
が
互
い
に
協
力
し
合
う
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
然
や
環
境
、
文
化
、

産
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
連
携
の
視
点
で
と
ら
え
、「
交
流
」
を

基
本
と
す
る
活
性
化
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
な
発
展
軸
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
施
策
の
体
系
と
し
て
総
合
計
画
に
掲
げ

る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
対
し
、「
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
」
を

基
盤
と
し
て
、
一
つ
目
は
若
者
定
住
、
子
育
て
支
援
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
対

応
し
た
施
策
の
展
開
」、二
つ
目
に
産
業
の
振
興
、
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
環
境
・
文
化
の
創
造
、
交
流
の
促
進
な
ど
「
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
」
を
、
三
つ
目
に
「
町
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
進
め
る
観
点
か
ら
各
種

施
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

「地域農業活性化センター」を設置し、

地域の活力を生む農業を支援します。

（地域農業活性化センター推進事業）

国指定重要文化財「観音寺観音堂」の屋

根が14年ぶりに改修されます。

（観音寺観音堂整備事業）

昨年に引き続き開催するＪＲと連携した

観光交流企画。花の置賜を全国に発信。

（やまがた花回廊キャンペーン事業）
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歳
入
構
造
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
税
制
改
正
な
ど
が
な
い
な

か
で
自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
町
税
を
ほ
ぼ
同
額
と
見
込
み
、

地
方
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行
う
活
性
化
施
策
の
た
め
の
「
地

方
再
生
対
策
費
」
を
基
準
財
政
需
要
額
の
中
に
算
定
し
地
方
交

付
税
を
増
額
と
し
て
推
計
し
、
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。
一
方
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
、
さ
ら
に
福
祉
振

興
基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
な
ど
に
よ
り
、
財
源
補
て
ん
措

置
を
行
う
と
と
も
に
、
大
幅
に
伸
び
て
い
る
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
に
対
し
て
財
源
措
置
の
あ
る
過
疎
債

の
充
当
に
よ
り
、
所
要
額
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
74
億
２
０
０
０
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
比
５
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
る
積
極
的
な
予
算

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
に
各
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ

せ
た
当
初
予
算
総
額
は
１
３
４
億
８
９
３
１
万
円
、
５
・
４
パ

ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
す
。

【
施
策
の
概
要
】

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
が
進
む
な
か
、
さ
ら
に
町
民
の

視
点
で
、
特
に
子
ど
も
と
お
年
寄
り
へ
の
視
点
を
大
切
に
し
、

未
来
に
希
望
が
持
て
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
し
な
が
ら
持
続
的
に
成
長
で
き

る
町
を
創
る
た
め
、
人
づ
く
り
を
基
本
に
、
諸
施
策
を
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
展
開
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
自
然
・
文
化
を
生
か
し
地
域
が
輝
く
町
」
を
目
指

し
、
平
成
12
年
度
に
策
定
し
た
第
４
次
白
鷹
町
総
合
計
画
が
総

仕
上
げ
の
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
着
実
な
推
進
と
次

代
を
展
望
し
た
次
期
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
、
住

民
・
集
落
・
団
体
の
意
向
調
査
な
ど
を
含
め
た
基
礎
調
査
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
足
固
め
を
進
め
ま
す
。

平成20年度一般会計

予 算

平成19年度
総額70億4,000万円

平成20年度
総額74億2,000万円

町税
12億6,742万円

17.1％

その他
（自主財源）
5億6,967万円

7.7％

地方交付税
35億7,900万円

48.2％

国庫支出金
3億5,291万円

4.8％

町債
9億5,500万円

12.9％

その他
（依存財源）
3億3,302万円

4.4％

特別交付税
２億5,000万円

3.3％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億  382万円  1.4

使用料及び手数料 4,275万円  0.6

財産収入 619万円  0.1

寄附金 0万円  0.0

繰入金 1億5,560万円  2.1

繰越金 1億4,000万円  1.9

諸収入 1億2,131万円  1.6

小　計 5億6,967万円  7.7

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 5億3,045万円  7.2

固定資産税 5億7,655万円  7.8

軽自動車税 3,609万円  0.5

たばこ税 6,870万円  0.9

入湯税 949万円  0.1

都市計画税 4,614万円  0.6

小　計 12億6,742万円 17.1

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億2,670万円  1.7

利子割交付金 590万円  0.1

配当割交付金 940万円  0.1

株式等譲渡所得割交付金 160万円  0.0

地方消費税交付金 1億2,822万円  1.7

自動車取得税交付金 4,360万円  0.6

地方特例交付金 1,520万円  0.2

交通安全対策特別交付金 240万円  0.0

小　計 3億3,302万円  4.4

普通交付税
33億2,900万円

44.9％

［　　］

［　　］

県支出金
3億6,298万円

4.9％

歳入予算（前年度比較）

12億6,549万円
18.0％

6億3,502万円
9.1％

34億7,900万円
49.4％

32億2,900万円
45.9％

２億5,000万円
3.5％

3億6,703万円
5.2％

3億3,444万円
4.7％

6億1,250万円
8.7％

3億4,652万円
4.9％
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総額
74億2,000万円

前年度比5.4％増

町民一人当たりでみると

455,970円

●
活
力
を
生
む
魅
力
あ
る
仕
事

　

２
０
０
８
年
の
日
本
経
済
は
、
年
明
け
早
々
か
ら
株
安
・
円

高
・
原
油
高
に
見
舞
わ
れ
る
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
経
済
も
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
農
業
…
平
成
19
年
度
か
ら
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
に
基

づ
く
施
策
が
始
ま
り
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

て
担
い
手
育
成
支
援
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
米

価
の
大
幅
下
落
や
原
油
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り

農
家
経
営
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
、
遊

休
農
地
の
増
加
な
ど
混
沌
と
し
た
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
食
品
偽
装
や
農
薬
混
入
な
ど
の
事
件
が
相
次
ぎ
、

食
の
安
全
性
の
視
点
か
ら
地
元
産
の
安
全
安
心
な
農
産
物
と
そ

れ
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
食
育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
で
す
が
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
農
地
の
環
境
を
守

り
、
持
続
で
き
る
農
業
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
責
務
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
町
民
の
意
見
を
十
分
反
映
し
、

地
域
の
活
力
を
生
む
農
業
と
す
る
た
め
「
地
域
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保
全
型
水
田
農
業
総

合
対
策
事
業
や
、
引
き
続
き
中
山
間
地
域
直
接
支
払
推
進
事
業
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
農
地
維
持
保
全
や
堆
肥
利
活
用
の
仕
組
み
を
構
築
す
る

ほ
か
、
鷹
山
地
区
に
お
け
る
農
業
参
入
促
進
基
盤
整
備
実
証
事

業
を
進
め
ま
す
。

●
林
業
…
引
き
続
き
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
に
よ
る
里
山
林

の
再
生
整
備
や
松
く
い
虫
防
除
事
業
を
関
係
機
関
と
調
整
を
行

い
な
が
ら
進
め
ま
す
。

●
工
業
…
町
民
の
雇
用
確
保
、
所
得
の
向
上
の
た
め
、
引
き
続

き
東
京
に
白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
、
企
業
誘
致

促
進
や
受
注
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
色
あ
る
地
域
資
源

平成20年度　施政方針・予算

平成19年度
総額70億4,000万円

平成20年度
総額74億2,000万円

人件費
13億6,161万円

18.4％

公債費
15億9,004万円

21.4％

扶助費
5億6,367万円

7.6％

物件費
6億6,438万円

9.0％

維持補修費
1億5,870万円

2.1％

補助費等
9億2,339万円

12.4％

投資的経費
10億4,717万円

14.1％

その他
11億1,104万円

15.0％

普通建設事業費
10億4,226万円

14.0％

災害復旧事業費
491万円
0.1％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 3,398万円  0.5

投資及び出資金、貸付金 8,033万円  1.1

繰出金 9億9,573万円 13.4

予備費 100万円  0.0

小　計 11億1,104万円 15.0

10億1,480万円
14.4％

402万円
0.1％

歳出予算（前年度比較）

14億688万円
20.0％

5億7,479万円
8.2％

16億4,075万円
23.3％

7億2,557万円
10.3％

1億4,997万円
2.1％

8億9,044万円
12.6％

6億3,680万円
9.1％

6億3,278万円
9.0％
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を
活
用
し
た
地
域
産
業
創
出
事
業
、
技
能
検
定
合
格
を
目
指
す

技
術
者
の
支
援
、
現
場
力
向
上
を
目
指
す
中
小
企
業
技
術
者
養

成
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
単
独
で

運
営
す
る
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
に
対
し
て
も
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

●
商
業
…
町
内
消
費
を
拡
大
し
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
引
き
続
き
協
同
組
合
「
ゆ
〜
し
〜
る
」
に
よ
る
「
ゆ
〜
か

〜
ど
」
利
用
拡
大
事
業
な
ど
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
観
光
交
流
…
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
ヤ
ナ
公
園
整

備
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
よ
り
最
上
川
に
親
し
み
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
公
園
及
び
道
の
駅
と
な
り
、
ま
す
ま
す
の
誘
客
・

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、「
観
光
庁
」

の
設
置
に
よ
り
、
な
お
一
層
の
国
内
外
の
観
光
交
流
や
都
市
と

農
山
漁
村
交
流
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動

き
に
応
じ
て
、
本
町
観
光
の
産
業
化
を
進
め
る
た
め
、
白
鷹
町

観
光
協
会
の
組
織
充
実
と
事
業
推
進
を
強
力
に
支
援
す
る
ほ
か
、

滞
在
型
観
光
交
流
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
最
上
川
で
つ
な
が
る
白
鷹
・
朝
日
・
大
江

３
町
の
初
の
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
「
本
場
米
琉
・
白
鷹
板
締
小

絣
」
の
伝
統
技
法
を
継
承
す
る
た
め
、
技
術
保
存
会
と
と
も
に

板
大
工
を
養
成
す
る
な
ど
人
材
育
成
事
業
を
進
め
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

と
連
携
し
た
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
昨
年
に

引
き
続
き
実
施
し
、
よ
り
地
域
の
お
も
て
な
し
に
触
れ
て
い
た

だ
く
企
画
に
よ
っ
て
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
を
進
め
ま
す
。

◆
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び

　

急
激
な
少
子
化
に
伴
い
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
格

形
成
及
び
学
力
の
充
実
を
基
本
と
し
た
「
教
育
の
質
」
と
安
心

・
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
再
配
置
計
画
に

主
な
事
業
の
概
要

●
総
務
費　
　
　

８
億
７
６
３
０
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
３
８
５
０
円

　

前
年
度
比
２
・
２
％
�

バ
ス
運
行
・
フ
ラ
ワ
�
長
井
線
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
１
３
万
円

デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業　
　
　

８
１
０
万
円

総
合
計
画
策
定
基
礎
調
査
事
業　
　

１
５
１
万
円

置
賜
広
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業　

１
５
７
９
万
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
�
ス
テ
�
プ
ア
�
プ
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
５
万
円

地
域
景
観
形
成
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
０
万
円

地
域
の
未
来
展
望
モ
デ
ル
事
業　
　
　

２
０
万
円

県
知
事
�町
長
�町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙　

２
８
２
０
万
円

●
民
生
費　
　
　

15
億
６
７
２
５
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

９
万
６
３
１
０
円

　

前
年
度
比
▲
０
・
０
％
�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

７
２
２
０
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
�
地
域
生
活
支
援
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
１
７
７
５
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金　
　

２
６
１
９
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
費　
　
　

１
億
７
５
０
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

２
億
１
９
６
０
万
円

介
護
保
険
事
業
・
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

福
祉
医
療
費　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
０
６
万
円

児
童
手
当
支
給
事
業　
　
　

１
億
２
０
５
５
万
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　
　
　

４
３
４
万
円

保
育
園
費　
　
　
　
　
　
　

３
億
７
１
５
３
万
円

特
別
保
育
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
８
万
円

園
児
送
迎
バ
ス
更
新
事
業　
　
　
　

７
１
２
万
円

●
衛
生
費　
　
　

４
億
４
１
９
６
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
７
１
５
９
円

　

前
年
度
比
▲
12
・
７
％
�

人
間
ド
�
ク
・
各
種
検
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
７
０
万
円

妊
婦
健
康
診
査
事
業　
　
　
　
　
　

２
９
１
万
円

環
境
基
本
計
画
見
直
し
事
業　
　
　

２
８
４
万
円

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業　
　

１
１
５
９
万
円

清
掃
事
業
所
分
担
金　
　
　
　
　

９
５
９
２
万
円

病
院
事
業
会
計
繰
出
金　
　

１
億
４
０
０
０
万
円

基
づ
い
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
、
児
童
生
徒
が

学
べ
る
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
学
校
教
育
…
「
郷
土
を
愛
し
、
志
高
く
・
誇
り
薫
る
白
鷹
人
」

の
育
成
を
目
標
と
す
る
「
い
ろ
り
ば
た
の
教
育
」
構
想
を
推
進

す
る
た
め
、
町
独
自
施
策
と
し
て
、
学
習
指
導
員
や
生
活
指
導

員
な
ど
の
配
置
を
は
じ
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
な
ど
特
色

あ
る
学
校
経
営
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
整
備
と
し
て
、
蚕
桑
小
学
校
受
水
槽
整
備
工
事

や
共
同
調
理
場
の
給
食
配
送
車
の
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

高
等
教
育
で
は
、
県
立
高
校
の
再
編
計
画
に
対
応
す
べ
く
、

荒
砥
高
校
の
活
性
化
を
促
進
し
、
魅
力
あ
る
県
立
高
等
学
校
と

し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
、
荒
砥
高
校
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
事
業
、
荒
砥
高
校
・
中
学
校
連
携
推
進
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
町
民
や
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
主
体
的
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

●
生
涯
学
習
…
各
年
代
層
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
平
成
18
年
度
策
定
の
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
町
民
が
主
体
的
に
運
営
し

て
い
る
白
鷹
学
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、
住
民
主
体
の
地
区
公

民
館
運
営
に
よ
る
各
種
学
級
や
講
座
を
開
設
し
、
地
域
教
育
力

の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か
な
居
場
所
づ

く
り
の
た
め
開
設
し
て
い
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
新
た

に
蚕
桑
小
学
校
で
も
実
施
し
ま
す
。

●
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
…
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
有
効
活
用

に
よ
る
事
業
の
展
開
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
と
と
も
に
、

平
成
20
年
度
は
東
北
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
施
設
整
備
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
町

民
プ
ー
ル
を
東
中
学
校
の
現
在
の
プ
ー
ル
敷
地
に
新
た
に
整
備

す
る
と
と
も
に
、
野
球
場
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
の
修
繕
を
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行
い
ま
す
。

●
芸
術
文
化
…
芸
術
祭
を
は
じ
め
山
形
交
響
楽
団
の
演
奏
会
、

高
玉
芝
居
の
定
期
公
演
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
地
域
文
化
の
育

成
、
向
上
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
観
音

寺
観
音
堂
」
の
屋
根
の
傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
保
存
修
理

を
実
施
し
ま
す
。

◆
快
適
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

●
保
健
福
祉
関
係
…
次
世
代
育
成
支
援
か
ら
健
康
づ
く
り
、
障

が
い
者
福
祉
及
び
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
各
種
事
業
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
妊
婦
検
診
費
用
補
助
の
増
額
、
こ
ぐ
わ
保
育

園
通
園
バ
ス
の
購
入
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
着
目
し
た
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
、
人
工
透
析
者
の
交
通
費
負
担

の
軽
減
、
身
体
障
が
い
者
団
体
の
組
織
強
化
の
支
援
、
高
齢
者

の
も
の
忘
れ
相
談
事
業
の
開
設
や
生
活
機
能
評
価
に
よ
る
介
護

予
防
を
進
め
る
な
ど
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
包

括
的
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
保
育
関
係
…
よ
つ
ば
保
育
園
の
平
成
21
年
民
営
化
に
向
け
た

引
継
ぎ
保
育
の
一
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
、
保
護
者
及
び

受
託
者
の
連
携
の
な
か
で
着
実
に
進
め
ま
す
。
町
保
育
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の
統
合

に
つ
い
て
も
、
地
域
、
保
護
者
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
保

育
環
境
の
充
実
整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
…
健
康
づ
く
り
活
動
や
お
年
寄

り
の
社
会
参
加
な
ど
関
係
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
事
業
を
進
め
、

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
…
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
被
保
険
者
の
健
康
保
持
増
進
と
健

全
な
国
保
事
業
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
町
立
病
院
…
本
町
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
常
勤
医
師
の
確
保

水
道
事
業
会
計
繰
出
金　
　
　
　

１
８
１
２
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
�
個
別
排
水
処
理
施
設
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
５
万
円

●
農
林
水
産
業
費　

３
億　

９
９
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
９
０
４
６
円

　

前
年
度
比
▲
０
・
１
％
�

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業　

８
８
７
３
万
円

産
地
競
争
力
強
化
総
合
対
策
事
業　

７
９
６
万
円

た
め
池
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

９
２
４
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金　

５
９
４
３
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
�
推
進
事
業　

１
３
０
万
円

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業　

３
１
４
万
円

環
境
保
全
型
水
田
農
業
総
合
対
策
事
業　
　

４
５
万
円

み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業　
　
　
　

１
２
７
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業�
白
鷹
東
部
線
�
８
２
８
万
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
農
山
村
整
備
事
業　

６
３
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
１
億
５
７
８
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　
　
　

９
６
９
９
円

　

前
年
度
比
11
・
６
％
�

観
光
４
シ
�
ズ
ン
化
推
進
事
業　
　

５
８
７
万
円

最
上
川
広
域
観
光
推
進
事
業　
　
　
　

６
０
万
円

観
光
交
流
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

６
９
万
円

観
光
協
会
振
興
事
業　
　
　
　
　

１
０
０
２
万
円

伝
統
工
芸
文
化
人
材
育
成
事
業　
　
　

８
０
万
円

や
ま
が
た
花
回
廊
キ
�
ン
ペ
�
ン
事
業　

７
４
万
円

し
ら
た
か
的
音
楽
映
画
塾
開
催
事
業　

８
０
万
円

企
業
立
地
促
進
事
業　
　
　
　
　

３
９
５
０
万
円

地
域
資
源
活
用
産
業
創
出
事
業　
　
　

６
３
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業　
　
　
　
　
　

５
０
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
�
ス
設
置
事
業　

４
２
４
万
円

●
土
木
費　
　
　

13
億
４
５
７
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

８
万
２
６
９
７
円

　

前
年
度
比
26
・
５
％
�

道
路
維
持
�除
雪
�新
設
改
良
事
業　

１
億
８
５
２
７
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億　

３
９
０
万
円

四
季
の
郷
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
０
０
０
０
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
街
路
灯
整
備
事
業　

１
６
８
２
万
円

四
季
の
郷
・
宮
の
前
交
流
広
場
整
備
事
業　

２
０
８
３
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
�
運
営
事
業　
　

９
６
２
万
円

に
全
力
を
尽
く
し
、
町
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
診
療
が
受
け

ら
れ
る
救
急
指
定
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
宿
泊
施
設
と
提
携

し
て
、
一
泊
二
日
の
コ
ー
ス
を
再
開
し
ま
す
。

●
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
…
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
真
心
の
こ
も
っ
た
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

●
景
観
…
今
年
７
月
、
景
観
法
に
基
づ
く
県
の
景
観
条
例
が
施

行
さ
れ
、
県
土
の
景
観
形
成
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
未
来
に
伝
え
る
景
観
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
有
識
者
や
町
民
の
代
表
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
環
境
保
全
…
町
が
目
指
す
べ
き
「
人
・
自
然
と
も
に
き
ら
め

き
、
心
豊
か
な
美
し
い
郷
」
づ
く
り
に
向
け
、
環
境
基
本
計
画

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ
確
実
に
計
画
を
進
め

ま
す
。
再
認
証
を
受
け
た
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み
で
は
、
一

定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
た
め
自
前
方
式
に
切
り
替
え
て
進
め
ま

す
。

●
地
球
温
暖
化
対
策
…
世
界
的
な
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
を
中
心
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
の
目
標
達
成
を
め
ざ
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
ゴ
ミ
の

分
別
・
減
量
化
に
向
け
た
啓
発
・
実
践
指
導
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
（
軽
油
代
替
燃
料
）
の
事
業

化
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
…
平
成
20
年
度
ま
で
に
主
な
下
水
管
整
備
を
完

了
さ
せ
る
た
め
、
東
高
玉
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

水
洗
化
人
口
の
増
加
に
伴
う
流
入
水
量
の
増
大
に
対
応
し
、
処

理
能
力
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理
施
設
の
増
設
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
合
併
浄
化
槽
整
備
で
は
、
町
設
置
型
に
よ
る
導
入
の
検

討
を
行
い
、
集
合
処
理
に
適
さ
な
い
地
区
の
生
活
排
水
処
理
事

平成20年度　施政方針・予算
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業
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

●
上
水
道
事
業
…
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
配

水
管
整
備
事
業
、
機
械
装
置
の
購
入
並
び
に
更
新
を
計
画
的
に

行
い
、
公
営
企
業
の
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
面
…
ま
ず
交
通
事
故
対
策
と
し
て
、
交
通
安
全

対
策
協
議
会
を
中
心
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
行
う
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
事
故
防
止
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し

ま
す
。
防
災
で
は
、
総
合
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
や
自
主
防
災

組
織
の
育
成
、
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予

測
地
図
）、避
難
所
表
示
看
板
の
作
成
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
の

強
化
と
鮎
貝
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
事
業
や
消
防
施
設
の
整
備
、
消
防
団
の
組
織
強
化
と
迅
速

な
活
動
体
制
の
充
実
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と
い
う
見
守
り
隊
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

お
り
、
こ
う
し
た
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
町
と
町
民

が
連
携
し
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
道
路
交
通
網
の
整
備
…
悲
願
の
新
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
向
け

て
橋
梁
計
画
及
び
ル
ー
ト
案
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
早

期
の
整
備
促
進
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
黒
滝
橋
前
後
の

狭
い
区
間
の
解
消
や
国
道
３
４
８
号
滝
野
地
内
の
右
折
レ
ー
ン

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
町
道
で
は
、
交
付
金
事
業
で
あ
る
赤
坂

深
山
線
の
一
部
工
事
着
工
や
用
地
買
収
、
建
物
補
償
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
荒
砥
本
宿
線
の
改
良
整
備
と
、
引
き
続
き
田
尻

笠
松
線
の
歩
道
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
舗
装
の
段
差
解

消
や
側
溝
整
備
な
ど
維
持
補
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
体
系
の
再
構
築
…
町
民
の
利
便
性
向
上
と
効
率
的

で
効
果
的
な
運
行
を
行
う
た
め
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム

（
※
）
を
導
入
し
ま
す
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
町
営
さ
く
ら

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
道
路
水
路
整
備
事
業　

７
５
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

４
億　

１
２
０
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
２
億
９
１
１
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
７
８
９
０
円

　

前
年
度
比
▲
３
・
７
％
�

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
４
３
７
２
万
円

高
齢
者
世
帯
住
宅
用
火
災
報
知
器
設
置
事
業　

２
１
万
円

消
防
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

５
５
７
万
円

ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ
・
避
難
所
表
示
看
板
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億
９
２
７
２
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

４
万
２
５
６
９
円

　

前
年
度
比
37
・
６
％
�

荒
砥
高
等
学
校
活
性
化
事
業 

　
　
　

８
６
万
円

蚕
桑
小
受
水
槽
�
西
中
体
育
館
社
教
玄
関
整
備
工
事　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
６
万
円

小
学
校
学
習
指
導
補
助
員
設
置
事
業　

３
３
２
万
円

中
学
校
生
活
指
導
員
設
置
事
業　
　

４
１
４
万
円

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業　

２
１
１
万
円

観
音
寺
観
音
堂
整
備
事
業　
　
　
　
　

９
４
万
円

ス
ポ
�
ツ
振
興
基
金
事
業　
　
　
　

２
７
０
万
円

東
北
総
体
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
大
会
開
催
事
業　

１
３
８
万
円

町
民
プ
�
ル
整
備
事
業　
　

１
億
６
６
８
６
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
配
送
車
更
新
事
業　

６
９
２
万
円

●
公
債
費　
　
　

15
億
９
０
０
４
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

９
万
７
７
１
０
円

　

前
年
度
比
▲
３
・
１
％
�

●
そ
の
他　
　
　

１
億
４
７
１
１
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

９
０
４
０
円

　

前
年
度
比
▲
０
・
１
％
�

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
４
２
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
６
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
９
３
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

バ
ス
の
運
行
か
ら
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
に
切
り
替
え
、
公
共

交
通
の
空
白
地
域
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。
児
童
生
徒
の
通
学

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
バ
ス
の
整
備
や
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
対

す
る
各
種
事
業
を
継
続
し
、
小
中
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
＝
事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し

た
人
の
家
や
指
定
す
る
場
所
を
順
次
ま
わ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
地
で
降
ろ
す
「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
方
式
の
交
通

シ
ス
テ
ム

●
情
報
通
信
体
系
…
瞬
時
に
大
容
量
の
情
報
を
平
等
に
享
受
で

き
る
高
度
情
報
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
に
向
け
た
民
間
事
業
者
に
対
す
る
要
望
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
で
も
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
７
月
の
完
全
移
行
に
向
け
、
共
同
受
信
地
区
や
難
視

聴
エ
リ
ア
は
、
国
や
県
の
補
助
事
業
も
視
野
に
入
れ
、
難
視
聴

地
域
解
消
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

◆
特
色
あ
る
交
流
を
促
す
ま
ち
づ
く
り

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
…
安
全
で
安
心
し
て
住
み
や
す
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
主
体
的
に

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
引
き
続
き
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
や
安
心
し
て

住
み
や
す
い
地
域
創
造
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
が

進
む
小
規
模
集
落
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、

地
域
の
未
来
展
望
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
平

成
16
年
４
月
施
行
さ
れ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
進
歩
・
向
上
）
の
た
め
、
そ
の

成
果
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

●
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
…
昨
年
着
工
し
た
（
仮
称
）
白
鷹
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
運
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営
に
必
要
な
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
、
駐
車

場
、
緑
地
な
ど
の
外
構
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
運
営
組
織
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
来

年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
町
産

材
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
で
計
画
し
て
い
る
12
棟
の
う
ち
６
棟
を
建
設
し
、

来
年
４
月
の
入
居
開
始
に
向
け
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

鮎
貝
の
既
存
市
街
地
と
四
季
の
郷
を
結
ぶ
宮
の
前
交
流
広
場
の

調
査
及
び
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
用
地
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
四
季
の
郷
団
地
の
住
環
境
を
整
え
る
た
め
街
路
灯
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
す
る
県
道
長
井
白
鷹
線
、
黒
鴨
鮎

貝
線
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
広
域
交
流
拠
点
施
設
…
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
き
た
広
域
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
工
事
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
構
成
町
と
し
て
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
事
業
費

負
担
を
行
い
ま
す
。

◆
効
率
的
な
行
財
政
の
推
進

　

厳
し
い
財
政
状
況
は
今
後
も
予
測
さ
れ
、
経
常
経
費
の
削
減

や
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
進
め
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
の
個
性
を
さ
ら
に
発
揮
し
、
施
策
の
必
要
性

と
優
先
順
位
を
厳
し
く
検
証
す
る
な
か
で
、
さ
ら
な
る
効
率
的

な
行
政
経
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
及
び
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

い
た
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が
平
成
19

年
６
月
に
施
行
さ
れ
、
平
成
19
年
度
決
算
よ
り
４
つ
の
指
標
か

ら
な
る
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
け
る
財
政
指
標
は
基
準
内
に
納
ま
る
予
定
で
す
が
、

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各会計予算を前年度と比較すると

　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
新
し
い

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
と
税
関
係
デ
ー
タ
の
即
時
処
理
シ
ス
テ
ム

を
稼
動
し
、
税
証
明
な
ど
多
く
の
証
明
を
一
カ
所
の
窓
口
で
発

行
し
、
待
ち
時
間
の
短
縮
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
（
窓
口
の
一
元

化
）
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
宣
伝
と
生
活
情
報
な
ど
の

提
供
を
目
的
に
、「
広
報
し
ら
た
か
」
の
紙
面
に
有
料
広
告
を
募

集
・
掲
載
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な
広
報
紙
に
す
る

と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
充
実
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
は
今
後
も
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に

わ
た
し
た
ち
の
よ
う
な
地
方
の
立
場
と
し
て
、
農
村
地
域
が
日

本
に
お
い
て
豊
か
に
な
る
方
策
が
必
要
で
す
。
こ
の
白
鷹
町
に

住
み
活
動
す
る
町
民
が
、
希
望
を
も
っ
て
定
住
し
続
け
る
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
、
今
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

豊
か
に
な
る
筋
道
を
求
め
地
方
を
含
め
て
日
本
が
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
が
日
本
全
体
の
持
続
的
発
展
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
諸
事
情
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

な
か
、
町
勢
の
伸
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
新
た
な
決
意
で
臨

み
、
英
知
の
結
集
と
創
意
工
夫
を
も
っ
て
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

平成20年度　施政方針・予算

会　　計　　名
平成 20 年度
予算額（Ａ）

平成 19 年度
予算額（Ｂ）

比較

（Ａ）―（Ｂ） 伸率

一 般 会 計 74 億 2,000 万円 70 億 4,000 万円 3億 8,000 万円 5.4％

特

別

会

計

十 王 財 産 区 39 万円 45 万円 ▲ 6万円 ▲ 12.0％

下 水 道 7億 8,941 万円 6億 9,945 万円 8,996 万円 12.9％

国 民 健 康 保 険 14 億 9,271 万円 14 億 3,758 万円 5,513 万円 3.8％

老 人 保 健 2億 9,701 万円 17 億 6,215 万円 ▲ 14 億 6,514 万円 ▲ 83.1％

農 業 集 落 排 水 8,296 万円 9,839 万円 ▲ 1,543 万円 ▲ 15.7％

介 護 保 険 14 億  685 万円 13 億 7,413 万円 3,272 万円 2.4％

後期高齢者医療 1億 6,029 万円 0万円 1億 6,029 万円 皆増

事

業

会

計

水　道
収益的支出 3億 4,688 万円 3億 3,993 万円 695 万円 2.0％

資本的支出 1億 5,538 万円 1億 5,077 万円 461 万円 3.1％

病　院
収益的支出 11 億 9,200 万円 11 億 7,000 万円 2,200 万円 1.9％

資本的支出 1億  513 万円 1億 4,731 万円 ▲ 4,218 万円 ▲ 28.6％

訪問看護

ステーション

収益的支出 4,030 万円 4,460 万円 ▲ 430 万円 ▲ 9.6％

資本的支出 0万円 0万円 0万円 －

合　　計 134 億 8,931 万円 142 億 6,476 万円 ▲ 7億 7,545 万円 ▲ 5.4％

※万円未満は端数を整理しています。　　
※比較の「▲」は減少を表しています。　
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◇
厳
し
い
現
状
と
な
�
て
い
る

主
な
要
因

　

町
の
財
政
状
況
が
、
現
在
の
よ

う
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
主
な
要

因
と
し
て
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
平
成
４
年
度
か
ら

約
10
年
間
、
投
資
的
事
業
（
道
路

や
建
物
な
ど
の
建
設
事
業
）
を
多

く
実
施
し
て
お
り
、
特
に
平
成
８

年
度
か
ら
11
年
度
ご
ろ
に
か
け
て

国
の
経
済
対
策
に
連
動
し
、
地
方

単
独
事
業
を
中
心
に
投
資
的
事
業

を
非
常
に
多
く
実
施
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
（
図
１
参
照
）。こ

の
結
果
、
一
般
会
計
の
ピ
ー
ク
時

で
起
債
（
借
入
金
）
残
高
１
３
４

・
５
億
円
（
平
成
12
年
度
）、公
債

費
（
借
入
金
返
済
額
）
17
・
９
億

円
（
平
成
16
年
度
）
と
非
常
に
多

額
に
な
り
ま
し
た
﹇
図
２
参
照
﹈。

　

二
つ
目
は
、
昭
和
51
年
度
か
ら

実
施
し
て
き
た
下
水
道
事
業
（
農

業
集
落
排
水
事
業
等
を
含
む
）
に

対
す
る
繰
出
金
が
、
ピ
ー
ク
は
過

ぎ
た
も
の
の
平
成
18
年
度
決
算
で

約
５
億
円
と
高
止
ま
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
﹇
図

３
参
照
﹈。町
の
中
央
を
最
上
川
が

貫
流
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
集

積
度
が
低
い
な
ど
不
採
算
要
素
が

多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
国
の
三
位
一
体
改

革
（
国
庫
補
助
負
担
金
・
税
源
移

譲
・
地
方
交
付
税
の
改
革
）
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
激
減
が
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
改
革
に

よ
り
地
方
交
付
税
は
、
平
成
16
年

度
か
ら
３
年
間
で
国
ベ
ー
ス
で
５

・
１
兆
円
の
減
額
と
な
り
、
町
ベ

ー
ス
で
も
約
３
・
８
億
円
の
減
額

（
３
カ
年
累
積
ベ
ー
ス
で
は
８
・

２
億
円
の
減
収
）
と
な
り
ま
し
た
。

過
疎
債
な
ど
交
付
税
措
置
の
あ
る

起
債
を
活
用
し
て
お
り
、
公
債
費

が
伸
び
る
こ
と
で
地
方
交
付
税
も

伸
び
る
と
見
込
ん
で
い
た
な
か
で

の
減
額
は
、
結
果
的
に
ダ
ブ
ル
パ

ン
チ
と
な
り
、
町
の
財
政
状
況
は

さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
﹇
図
２
参
照
﹈。

◇
起
債
残
高
と
公
債
費
の
状
況

　

前
述
の
と
お
り
、
起
債
残
高
と

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

高
止
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
度
か
ら
「
旧
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
新
規

起
債
の
抑
制
な
ど
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
よ
う
や
く
目

に
見
え
る
形
で
減
少
方
向
に
向
か

っ
て
き
ま
し
た
﹇
図
２
参
照
﹈。引

き
続
き
、
後
述
の
実
質
公
債
費
比

率
抑
制
の
た
め
に
策
定
し
て
い
る

新
し
い
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
」
に
基
づ
き
新
規
起
債
総
枠
の

抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

現
在
の
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

最
近
、
地
方
自
治
体
の
財
政
破
綻
な
ど
が
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
国
で
は
「
実
質
公
債
費
比
率
」
の
導
入
な
ど
に

端
を
発
し
、「
財
政
健
全
化
法
」
の
公
布
な
ど
、
地
方
自
治
体

の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
白
鷹
町
の
財
政
も
例
に
漏
れ
ず
厳
し

い
状
況
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

投資的事業と充当起債額の推移と見込み
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起債残高と公債費、地方交付税の推移と見込み
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図１

図２

★町の財政情報はホームページからもご覧いただけ
ます。「町からのお知らせ」／「財政情報」から閲覧
できます。
★「平成18年度財政状況等一覧表」「平成18年度財政
比較分析表及び歳出比較分析表」「高金利債の補償金
免除繰上償還に伴う財政健全化計画」「経営健全化計
画」を新しく掲載しました。

町民の皆さんの暮らしやすさのために。
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◇
下
水
道
事
業
に
対
す
る

繰
出
金
の
状
況

　

前
述
の
と
お
り
、
繰
出
の
ピ
ー

ク
は
過
ぎ
た
も
の
の
高
止
ま
り
の

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
﹇
図
３
参

照
﹈。こ
れ
ま
で
、
平
成
20
年
度
を

目
標
と
し
た
全
町
下
水
道
構
想
に

基
づ
き
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
平
成
20
年
度
中
に
21
年
度
以

降
の
全
町
下
水
道
化
構
想
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の

今
後
の
整
備
手
法
の
あ
り
方
や
公

費
負
担
と
受
益
者
負
担
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
事
業
の
経
営
に

は
、
下
水
道
整
備
エ
リ
ア
内
の
皆

さ
ん
の
下
水
道
へ
の
加
入
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
へ
の
早
期

加
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
実
質
公
債
費
比
率
の
状
況
と

　
　

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

　

平
成
18
年
度
に
起
債
が
許
可
制

か
ら
協
議
制
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
新
た
な
財
政
指
標
と
し
て

「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
指
標
は
、
町
の

標
準
的
な
財
政
規
模
（
収
入
）
に

占
め
る
実
質
的
な
公
債
費
の
割
合

を
示
す
も
の
で
、
一
般
会
計
の
公

債
費
の
み
な
ら
ず
、
水
道
事
業
や

病
院
事
業
、
下
水
道
事
業
（
農
業

集
落
排
水
事
業
等
を
含
む
）
な
ど

公
営
企
業
の
公
債
費
、
置
賜
広
域

行
政
事
務
組
合
や
西
置
賜
行
政
組

合
と
い
っ
た
一
部
事
務
組
合
の
公

債
費
、
公
債
費
に
準
じ
る
債
務
負

担
行
為
を
含
め
た
指
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
の
「
実
質
公
債
費
比
率
」

は
、
公
債
費
や
下
水
道
事
業
へ
の

繰
出
金
が
高
止
ま
り
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
19
年
度

（
平
成
18
年
度
決
算
値
）
で
23
・

７
％
と
許
可
が
必
要
と
な
る
基
準

の
18
％
を
超
え
、
起
債
許
可
団
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
新
規
起
債

の
抑
制
に
努
め
た
結
果
、
一
般
会

計
の
公
債
費
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
る

な
ど
、
徐
々
に
改
善
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
引
き

続
き
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」

に
基
づ
き
公
債
費
や
繰
出
金
、
負

担
金
な
ど
の
抑
制
を
行
い
、
平
成

25
年
度
ま
で
に
基
準
で
あ
る
18
％

未
満
に
抑
え
て
い
き
ま
す
﹇
図
４

参
照
﹈。

◇
現
状
を
踏
ま
え
た

今
後
の
対
応
と
見
通
し

　

町
の
財
政
現
状
で
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
町
立
病
院
を
は
じ

め
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学

校
、
白
鷹
ス
キ
ー
場
、
ふ
る
さ
と

森
林
公
園
、
各
種
下
水
道
施
設
な

ど
社
会
資
本
の
整
備
が
大
き
く
進

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
と
て
も
暮
ら

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
行
財
政

運
営
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
が

町
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
っ
た
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
の

で
あ
り
、
ま
た
、
世
代
間
の
適
切

な
負
担
と
い
う
点
で
は
、
後
年
度

に
公
債
費
と
い
う
形
で
負
担
す
る

と
い
う
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
を
ふ
ま
え
、
平
成
16
年
度
に

「
白
鷹
町
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
後
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
や
「
第
３
次
行
財

政
改
革
大
綱
」
な
ど
を
策
定
し
な

が
ら
、
歳
入
確
保
や
歳
出
削
減
に

取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
財
政
の
現
状
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
は
あ
る
も

の
の
、
起
債
残
高
と
公
債
費
の
減

少
、
人
件
費
や
一
般
行
政
経
費
の

縮
減
な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
明
る

い
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
20
年

23.5
22.5

21.4

17.9

23.523.7

19.6

22.7

23.7
22.7

14

16

18

20

22

24

26

平成１８ 平成１９ 平成２０ 平成２１ 平成２２ 平成２３ 平成２４ 平成２５

目 標

実 績

（％） 実質公債費比率の見通し（目標）

（年度）

下水道事業繰出金の推移と見込み
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平
９
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平
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平
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平
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平
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平
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平
19
見
込

平
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込

平
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見
込

平
23
見
込

平
24
見
込

平
20
見
込

度
は
、
地
方
交
付
税
の
中
に
「
地

方
再
生
対
策
費
」
が
算
入
さ
れ
地

方
交
付
税
が
伸
び
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
源
不
足

が
減
少
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
、
町
歳
入
の
約

半
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税
の
大

幅
な
削
減
が
な
い
限
り
、
財
政
は

安
定
化
の
方
向
に
向
か
う
も
の
と

推
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
白
鷹
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
「
過
疎

法
」
が
平
成
21
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
後
の
対
応
が
未
定

で
あ
る
こ
と
や
、
道
州
制
の
導
入

が
議
論
さ
れ
る
な
か
で
基
礎
的
自

治
体
の
役
割
が
ど
う
な
る
の
か
、

ま
た
、
経
済
情
勢
も
不
安
定
な
状

況
に
あ
る
こ
と
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
十
分
に

国
の
動
向
な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

各
種
事
業
の
重
点
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
よ

り
、
健
全
な
財
政
基
盤
を
確
保
し

つ
つ
、
さ
ら
に
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図４

図３
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町　

長　
　

橋　

本　

光　

記

副
町
長　
　

長　

岡　

源　

弥

教
育
長　
　

竹　

田　

寛　

治

総
務
政
策
課　
　

課
長　

大
滝
秀
昭

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
昇
一（
情
報
企
画
・
生
活
安
全
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

松
野
芳
郎（
総
務
・
行
財
政
改
革
・
選
管
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
良
教（
企
画
・
財
政
担
当
）

（
総
務
係
）　
　

◎
松
野
芳
郎
（
兼
）（
兼
行
財
政
改
革
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地
る
り
○
竹
田
美
紀
○
橋
本
達
也　

　
　
　
　
　
　
　

○
高
田　

博
（
兼
）
○
橋
本
秀
和
（
併
）

（
政
策
企
画
係
）
◎
田
宮　

修
・
大
瀧
勇
祐

（
財
政
係
）　
　

◎
菅
原
良
教
（
兼
）
○
長
岡　

聡　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
洋
子

（
情
報
企
画
係
）
◎
高
橋
浩
之
○
田
中
由
美
子
・
梅
津
友
宏

（
生
活
安
全
係
）
◎
菅
原
昇
一
（
兼
）
○
高
田　

博

　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝
康
博

　
　
　
　

課
付　

○
村
上
利
晴

町
民
税
務
課　
　

会
計
管
理
者
（
兼
）
課
長　

江
口
信
利　

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

佐
藤
眞
隆（
出
納
・
収
納
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

青
木　

潔（
税
務
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

樋
口
幸
一（
町
民
生
活
担
当
）

（
町
税
係
）　　

◎
青
木　

潔
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
今
井
茂
男
（
資
産
税
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
芳
賀
敦
子
○
菅
間
伸
子
○
髙
橋
朋
代　

　
　
　
　
　
　
　

○
加
藤
和
芳
○
大
滝
敏
広
・
小
形
さ
や
香

（
収
納
係
）　　

◎
小
関
新
治
○
吉
村
秀
昭

（
出
納
係
）　
　

◎
佐
藤
眞
隆
（
兼
）
○
遠
藤
由
可
理　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

紺
野
真
弓

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
伊
藤　

隆
○
金
田
祐
子
○
大
滝
真
実　

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
美
樹
・
菅
原
陽
子

（
国
保
医
療
係
）
◎
佐
藤
順
智
○
高
橋
眞
澄
・
平
井
正
秋　

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
ひ
ろ
み
・
鎌
倉
裕
美

（
く
ら
し
・
環
境
推
進
係
）　

◎
樋
口
幸
一（
兼
）○
齋
藤
久
美
子

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

新
野
吉
彦

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

鈴
木
み
ち（
子
育
て
・
介
護
支
援
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

中
村
裕
之（
福
祉
・
健
康
推
進
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
布
施
房
子

　
　
　
　
　
　
　

◎
関　

宏
道
（
障
が
い
者
福
祉
担
当
）　

　
　
　
　
　
　
　

○
永
沢
照
美
（
兼
）・
菅
原
綾
子

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
鈴
木
み
ち
（
兼
）
○
黒
澤
和
幸　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
野
ち
ゑ
（
兼
）・
長
谷
部
千
晶

　
　
　
　
　
　
　
　

布
施
と
も
子　
　
　

（
介
護
保
険
係
）
◎
樋
口
幸
江
○
菊
地　

智
・
田
中
裕
美

（
健
康
推
進
係
）
◎
中
村
裕
之
（
兼
）
○
橋
本
彰
子

　
　
　
　
　
　
　

○
木
口
祐
里
・
棚
村　

薫
・
小
形　

守　

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
る
み
子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）　

◎
飯
澤
と
よ
○
鈴
木
由
紀
子　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
海
老
名
ま
ゆ
み
○
永
沢
照
美　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
舩
山
一
浩
○
橋
本
彰
子
（
兼
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
木
口
祐
里
（
兼
）・
棚
村　

薫（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
る
み
子
（
兼
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

新
野
吉
彦
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

新
野
吉
彦
（
兼
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

新
野
吉
彦
（
兼
）

産
業
振
興
課　
　

課
長　

横
澤　

浩

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

鈴
木
悦
子（
農
工
商
連
携
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原　

護

（
農
林
担
当
・
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

齋
藤
重
雄
（
商
工
担
当
）　

（
農
業
振
興
係
）
◎
庄
司
義
徳

　
　
　
　
　
　
　

◎
熊
谷
裕
治
（
み
ど
り
の
郷
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
橋
本
こ
ず
え
○
川
部
茂
樹
・
今
野
友
博

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
博
之

（
商
工
振
興
係
）
◎
齋
藤
重
雄
（
兼
）
○
小
林　

裕

（
観
光
交
流
係
）
◎
芳
賀
和
則
・
菅
原
保
文

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

横
澤　

浩（
兼
）

建
設
水
道
課　
　

課
長
（
兼
）
検
査
員　

村
上　

隆

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐
（
兼
）
検
査
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
文
和（
建
設
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

元
木
康
仁（
上
下
水
道
担
当
）

（
管
理
係
）　　

◎
本
木　

修

　
　
　
　
　
　
　

◎
長
澤
三
千
夫
（
地
籍
調
査
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
海
老
名
和
子
・
髙
橋
真
弘

（
地
域
整
備
係
）
◎
福
田
文
和
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
矢
嶋
寿
彦
（
技
術
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
松
下
貴
洋
・
菊
地　

正

（
水
道
係
）　　

◎
元
木
康
仁
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
佐
藤
雅
志
（
水
道
業
務
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
圭
子
・
小
口
豊
仁

（
下
水
道
係
）　

◎
齋
藤
春
美

　
　
　
　
　
　
　

◎
小
関
幸
一
（
下
水
道
工
務
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
高
田
咲
子
・
丹
野
和
彦

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

課
長
（
兼
）
統
括
検
査
員　

梅
津
秀
明

（
企
画
振
興
係
）
◎
菅
間
直
浩
○
大
木
健
一
・
御
代
田
理

（
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）
◎
今
野
秀
一

保　

育　

園

こ　

ぐ　

わ　

◎
遠
藤
啓
子
・
安
久
津
久
子
・
村
上
美
津
子

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
敦
子
・
小
林
栄
子

あ
ゆ
か
い　

◎
竹
田
み
ち
・
高
橋
康
子
・
鈴
木
洋
子　
　

　
　
　
　
　
　
　

飯
沢
初
美
・
鈴
木
智
子
・
川
井
と
も　
　

　
　
　
　
　
　
　

金
田
範
子
○
佐
竹
正
子
・
関　

紀
子

よ　

つ　

ば　

◎
丹
野
ち
ゑ
・
金
田
真
喜
子
・
今
野
悦
子　

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
三
千
子
・
板
垣
未
夏

ひ
が
し
ね　

◎
金
田
美
代
子
・
海
老
名
み
つ
・
今　

房
子

　
　
　
　
　
　
　

守
谷
美
年
子
・
市
川
昭
美
・
高
橋
和
子　

　
　
　
　
　
　
　

原
田
信
子

人
 

事

平
成
20
年
度
町
職
員

保　育　園

町民のみなさんと一緒に、より良いまちづくりを目指します

※
◎
は
係
長（
保
育
園
は
園
長
）、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任

（４月１日付全職員）
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議
会
事
務
局　
　

事
務
局
長　

金
田
春
雄

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
次
長　

樋
口　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
上
村
と
よ
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　

大
滝
秀
昭
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

松
野
芳
郎
（
併
）・
菊
地
る
り
（
併
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
美
紀
（
併
）・
橋
本
達
也
（
併
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

高
田　

博
（
併
）
○
橋
本
秀
和

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

金
田
春
雄
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
次
長　

樋
口　

浩

　
　
　
　
　
　
　

○
上
村
と
よ
子
（
併
）

農
業
委
員
会
事
務
局　

事
務
局
長　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

局
長
補
佐　

橋
本
賢
一

（
農
地
調
整
係
）
◎
橋
本
賢
一
（
兼
）・
須
田　

瞳

教
育
委
員
会　
　

教
育
振
興
主
幹　

衣
袋
幸
治

　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
副
主
幹　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

食
育
担
当
副
主
幹　

梅
津
喜
一

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

菊
地
一
栄

（
学
校
教
育
係
）
◎
鈴
木
秀
一
・
菊
地
一
栄
○
衣
袋
則
子　

　
　
　
　
　
　
　

○
片
山
正
弘　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
中
学
校　
　
　

菅
原
政
敏

（
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
）◎
飯
澤
達
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
鈴
木
克
仁（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
横
澤
美
代
子
○
竹
田
雅
紀
子（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
秀
昭（
兼
）・
五
十
嵐
麻
里
子

（
文
化
振
興
係
）
◎
長
澤
千
恵
子
・
鈴
木
秀
昭

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー　

所
長　

湯
澤
政
利（
兼
）
◎
鈴
木
克
仁（
兼
）

中
央
公
民
館　
　

館
長　

湯
澤
政
利
（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
飯
澤
達
男
（
兼
）
○
竹
田
雅
紀
子

図　

書　

館　
　

◎
長
澤
千
恵
子
（
兼
）・
鈴
木
秀
昭
（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

所
長　

衣
袋
幸
治
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長
補
佐　

梅
津
喜
一
（
兼
）

（
業
務
係
）　
　

◎
梅
津
喜
一
（
兼
）・
川
村
宗
一

（
調
理
係
）　　

○
佐
藤
栄
子
・
小
林
敏
子
・
鈴
木
直
子

　
　
　
　
　
　
　
　

紺
野
久
美
子
・
川
田
陽
子
・
矢
羽
木
学

　
　
　
　
　
　
　
　

鑪　

典
子
・
黒
澤
淳
子
・
高
谷
剛
司

町
立
病
院　
　

病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

外
科
医
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
師　

武
田
真
一

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公　

（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

武
田
真
一
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

横
澤
壽
一

（
薬
剤
科
）　
　

薬
局
長　

横
澤
壽
一（
兼
）○
海
老
名
純
子

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙
○
長
岡
さ
と
み

　
　
　
　
　
　
　

○
加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

松
尾
信
一
○
小
笠
原
強

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
金
田
雅
子
・
小
平
英
恵

（
栄
養
指
導
科
）
○
大
貫
由
佳
子
・
小
口
千
賀
子　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
清
美

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

志
水
順
子

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

志
水
順
子
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
和
子
・
児
玉
恵
美
・
伊
藤
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　

副
田
恵
美
・
鈴
木
万
理
子
・
布
施
咲
子

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

長
岡
恵
美

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

○
梅
津
洋
子
○
樋
口
昌
子
○
金
子
陽
子　

　
　
　
　
　
　
　

○
舩
山
元
子
・
菅
原
芳
子
・
色
摩
純
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
悦
子
・
伊
藤
信
子
・
三
上
悦
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
美
香
・
渡
部
理
恵
・
平
井
育
子

　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　

緑
・
佐
藤
朝
美
・
平
田
美
帆　

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
彩
子
・
齋
藤　

恵
・
小
松
文
恵　

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
麻
唯
・
山
口
愛
子
・
古
口
絵
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嶺
久
子
・
金
田
有
貴
子　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

梅
津
孝
子
・
菅
原
道
子
・
竹
田
登
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　

左
右
田
加
代
子

事　

務　

局　
　

事
務
局
長　
　

迎
田
博
正　

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
次
長　

鈴
木
美
弘

（
総
務
係
）　
　

◎
鈴
木
美
弘
（
兼
）
○
渡
部
町
子

　
　
　
　
　
　
　

○
後
藤
由
香
・
青
木
俊
雄

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

看
護
師
長　

石
川
眞
知
子　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原
広
美
・
沼
澤
れ
い
子

＊
地
区
消
防
係

　

蚕
桑
地
区　

今
野
友
博
／
鮎
貝
地
区　

黒
澤
和
幸

　

荒
砥
地
区　

菅
原
保
文
／
十
王
地
区　

小
林　

裕

　

鷹
山
地
区　

加
藤
和
芳
／
東
根
地
区　

舩
山
一
浩

議会選　挙監査農委教 育 委 員 会

町　立　病　院

町 立 病 院

退　
　

職　
　

平
成
20
年
３
月
31
日
付

　

会
計
管
理
者
兼
町
民
税
務
課
長　
　

湯　

澤　

信　

弘

　

建

設

水

道

課

長　
　

山　

口　

祐　

輔

　

総
務
政
策
課
付
課
長　
　

新　

野　

哲　

次

　

健
康
福
祉
課
長
補
佐　
　

今　

野　

繁　

廣

　

町
民
税
務
課
長
補
佐　
　

塚　

原　

芳　

明

　

町
民
税
務
課
出
納
係
長　
　

小　

林　

信　

子

　

建
設
水
道
課
下
水
道
係
長　
　

髙　

木　

初　

子

　

こ
ぐ
わ
保
育
園
長　
　

小　

林　

弘　

子

　

あ
ゆ
か
い
保
育
園
長　
　

梅　

津　

康　

子

　

あ
ゆ
か
い
保
育
園
保
育
士　
　

金　

子　

美
恵
子

　

健
康
福
祉
課
主
任　
　

菅　

原　

裕　

之

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
調
理
師　
　

安　

部　

英　

子

　

町
立
病
院
看
護
師
長　
　

高　

橋　

二
三
子

　

町
立
病
院
看
護
師
長　
　

小　

出　

八
千
代

　

町
立
病
院
准
看
護
師　
　

新　

田　

キ　

ヨ

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
長　
　

羽　

田　

只　

子

　

教
育
委
員
会
指
導
主
事　
　

衣　

袋　

慶　

三

町民のみなさんと一緒に、より良いまちづくりを目指します
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わ
た
し
た
ち
の
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
の
場
と
し
て

（
仮
称
）白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す

　
（
仮
称
）白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
21
年
10
月
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
鮎
貝
四
季
の
郷
内
に
現
在
着
々
と
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
楽
し
み
、

喜
び
、
感
動
す
る
新
た
な
自
己
発
見
の
場
と
し
て
、
文
化
を
創
造

す
る
出
会
い
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と

未
来
を
語
り
合
う
場
と
し
て
、
こ
の
施
設
を
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
親
し
ま
れ
、
町
の
元
気
の
発
信
基

地
と
な
れ
る
よ
う
、
全
国
に
向
け
て
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

【施設概要】

　施設内がいくつかのゾーン（区域・空間）に分けられ、

それぞれに特徴ある機能を持っています。

①多目的交流ゾーン
　このゾーンにあるホールは、200～250人規模の小さなホ

ールですが、高質な建築音響を目指しました。室内楽など

の利用に最も効果を発揮する設計です。音楽ホールという

より、少し広めの社交場で演奏会をするような雰囲気であ

り、演奏者の息遣いを感じる距離感で楽しむことができる

空間です。

②ギャラリーゾーン
　質の高い芸術作品を鑑賞できる場を目指し、２つのギャ

ラリーを設けます。ギャラリー１は、主に本町出身の故梅

津五郎画伯の作品の常設展示スペースとして利用する予定

です。またギャラリー２は町民ギャラリーとしても利用で

きる空間です。

③文化伝承発信ゾーン
　絵画や木工、手芸などの「創作の場」、ギャラリーや回廊

と連動した絵画・彫刻の「展示の場」、各種会議や研修など

に使える「研修の場」、そのほかリハーサルや控え室などと

して、さまざまな要求に応える展示設備、防音設備などを

兼ね備えた交流・発信の空間です。

④屋外交流広場
　敷地全体として、大きな公園となるような雰囲気づくり

を目指します。各種イベントや日常的に利用できる公園の

ような空間とします。また、ロビーやホールとの一体的な

利用もできるように設計しています。

考
）。そ
の
候
補
の
中
か
ら
１
つ
を
町

民
な
ど
に
よ
る
投
票
に
て
決
定
し
ま

す
（
２
次
選
考
）。

◇
１
次
選
考

●
応
募
資
格　

全
国
に
公
募
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法

①
専
用
の
応
募
箱
に
投
函
、
ま
た
は 

　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

　

ル
で
の
応
募
と
し
ま
す
。

②
一
人
２
点
ま
で
と
し
ま
す
。

③
愛
称
（
ふ
り
が
な
）
と
簡
単
な
愛

　

称
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
１
次
選
考
募
集
期
間　

４
月
15
日

（
火
）
〜
５
月
30
日
（
金
）（
必
着
）

◇
２
次
選
考

●
２
次
選
考
の
投
票
資
格

・
町
内
在
住
の
人
ま
た
は
通
勤
・
通

　

学
を
し
て
い
る
人

・
白
鷹
町
出
身
の
人

●
投
票
方
法

①
専
用
の
投
票
箱
に
投
函
、
ま
た
は

　

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

　

で
の
投
票
と
し
ま
す
。

②
一
人
１
票
と
し
ま
す
。

③
投
票
す
る
愛
称
（
１
候
補
の
み
）、

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

　

話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
て
く
だ

　

さ
い
。
町
内
在
住
で
な
い
場
合
は
、

　

学
校
名
ま
た
は
会
社
名
と
所
在
地

　

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
次
選
考
投
票
期
間　

７
月
１
日

（
火
）
〜
31
日
（
木
）（
必
着
）

◇
発
表
・
表
彰
な
ど

●
発
表　

選
考
結
果
、
投
票
結
果
と

も
に
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広

報
し
ら
た
か
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

●
表
彰

①
採
用
作
品
は
１
点
２
万
円
を
贈
呈

　

し
ま
す
（
採
用
作
品
に
複
数
応
募

　

が
あ
っ
た
場
合
、
抽
選
で
１
人
に

　

決
定
）。

②
全
応
募
者
及
び
全
投
票
者
の
中
か

　

ら
10
人
に
１
０
０
０
円
分
の
図
書

　

カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
そ
の
他

①
採
用
作
品
に
関
す
る
諸
権
利
は
白

　

鷹
町
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

②
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

③
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
と

　

し
ま
す
。

【
愛
称
募
集
概
要
】

●
審
査
基
準　

白
鷹
の
文
化
・
交
流

・
人
づ
く
り
の
活
動
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
、
親
し
み
や
す
く
、
ま
た
覚
え

や
す
い
愛
称
で
あ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
他
施
設
な
ど
で
使
わ
れ
て
い

な
い
も
の
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
な

い
も
の
と
し
ま
す
。

●
審
査
方
法　

応
募
作
品
（
愛
称
）

を
愛
称
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
候

補
を
５
個
程
度
挙
げ
ま
す
（
１
次
選

■応募先・投票先
○郵送：〒992－0831　白鷹町大字荒砥甲833
　白鷹町役場　まちづくり推進課内愛称募集事務局
○専用応募・投票箱の設置場所：役場１階ロビー、中央
　公民館１階ロビー、各地区公民館、各小・中学校、荒
　砥高校、パワーセンター、パレス松風、あゆ茶屋ほか
○ FAX 番号：0238－85－2128
○電子メール：machi@so.town.shirataka.yamagata.jp
■問い合わせ　まちづくり推進課内事務局（☎85－6110）

１次選考
募集期間

4/15（火）
～5/30（金）
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多目的交流ゾーンのホール

イメージ図ができあがりました

�
仮
称
�
白
鷹
町
文
化
交
流
�
�
�
�
建
設
�

今
�
�
伝
�
�
�
�

◆魅力ある地域資源と変わる交流
　白鷹町には、樹齢500年以上の古典桜や深山和紙、
米琉板締小絣などの伝統技術が保存継承されていま
す。また、自然や気候に恵まれ多品種の安全安心で
おいしい農産物が生産、加工販売され、地域づくり
が各地で行われています。白鷹の資源や人柄、土地
柄に惹かれ、見て、食べて、体験したいと訪れるか
たが増えています。
　今、観光交流のあり方は少人数化、目的化、長期
化の傾向にあるほか、都市と農山漁村の交流が進め
られ、子どもたちの農作業体験や外国人観光客の誘
致の動きなどがあります。
◆なぜプロジェクト（研究や開発の計画・企画）か
　「白鷹プロジェクト」は、個々に評価されている
ものをつないで魅力をアップしたり、足りないもの
の対応について学習研究することにより、「白鷹なら
では」の観光交流を進めることで交流人口を増やし、

が始まります（参加者募集）

経済活性化や雇用創出、地域づくり活動の活発化を
目指そうというものです。
　農業、工業、商業が連携した「うまい・楽しい・
感動」の白鷹を発掘・発信する観光交流、商品開発、
長期滞在の受け入れなどについて学び、実践したい
かたは、ぜひご参加ください。
◆学習と実践の２つの部会
○白鷹見る・モノ部会＝商品の開発や磨き上げと観
　光をつなぎます。
○白鷹ツーリズム部会＝グリーン・ツーリズムや教
　育旅行、農家民宿開設などの滞在型観光交流を進
　めます。
　「白鷹プロジェクト」発足式
○い　つ　４月22日（火）午後７時～９時
○どこで　中央公民館３階　大会議室
○講　話　落合春信さん（ＱＭＭ研究所代表）ほか
■申込・問い合わせ　産業振興課（☎85－6126）

白鷹プロジェクト

▲今はまだ鉄の足場が組まれ、コン
クリートむき出しですが、完成後は、
あたたかく臨場感のある演奏会が開
かれるホールになるでしょう。

▲文化伝承発信ゾーン。木造軸組工
事、屋根工事がほぼ完了しました。

▲出入口になる場所。訪れる人びと
の感動創造の玄関口になります。

▲高さ14メートルになるホール外観。既に
大きな存在感を与えています。

■現場からの便りＷＥＢ
（http://nas-press.jp/p1/）
　工事の進行状況、現場に起こる出
来事や携わる人たちの仕事や想いな
どをインターネットで伝えています。
町のホームページからも入ることが
できます。ぜひご覧ください。

▼屋外交流広場に面す
る「側廊」の骨格（左）
と、文化伝承ゾーンの
イメージ。木材がふん
だんに使われる文化交
流センターは、やわら
かなぬくもりの演出を
大切にしています。

▲ホール屋根からの鮎貝の町並み。
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介護保険からのお知らせ
～65歳以上（第１号被保険者）のかたの介護保険料～

◇65歳以上（第１号被保険者）のかたの介護保険料は、納め方が２種類（特別徴収・普通
　徴収）に分かれています。
◇このうち普通徴収の納期が７月から２月までになります。
◇納期回数は８回で変わりません。

☆介護保険料の激変緩和措置が継続されます
○急激な負担増を緩和するために「介護保険料激変緩和措置」
　を平成20年度も継続して行います。
○詳細は平成19年の所得が確定した後、介護保険料決定通知書
　（７月中旬）で併せてお知らせします。

■65歳以上の介護保険料の
　お問い合わせは、
　健康福祉課介護保険係
　☎0238-86-0213（係直通）
　☎0238-85-2111（内線801・803）

　偶数月（４月、６月、８月、10月、12月、２月）に
支払われる年金から、保険料が天引きされます。
　特別徴収は、４･６･８月の「仮徴収」と10・12・２月
の「本徴収」に分かれます。仮徴収では、原則として
前年度の２月と同額が天引きされます。これは、年度
が始まる４月の段階では、保険料算定の基礎となる前
年の所得が確定していないためです。前年の所得が確
定後、所得に応じて保険料が決まり、仮徴収により納
付いただいた分と調整したうえで本徴収となります。

☆こんなときは一時的に普通徴収になります
○年度の途中で65歳になったとき
○年度の途中で他の市町村から転入したとき
○何らかの理由で年金が偶数月に支払われなかったと
　きなど

本
年
度

４月
仮徴収

（原則として前年度２月と同額）
６月

８月

10 月 本徴収
（保険料の年額から仮徴収でいた
だいた額を差し引いた額）

12 月

２月

　納付書により町が指定する金融機関などで納めてい
ただくか、口座振替により納めていただきます。

　普通徴収の納期回数は
７月～２月の８回です。

☆便利な口座振替をご利用ください
　介護保険料の納付書、通帳、通帳届出印をご持参の
うえ、指定の金融機関で、「口座振替依頼書」に必要事
項を記入しお申し込みください。
　毎月20日（ゆうちょ銀行は10日）までのお申し込み
で翌月から開始になります。

町指定の介護保険料取り扱い金融機関
　■山形銀行
　　（荒砥支店・白鷹町役場派出所）
　■きらやか銀行（荒砥支店・鮎貝支店）
　■山形中央信用組合荒砥支店
　■山形おきたま農業協同組合
　　（白鷹・蚕桑・東根各支店）
　■荘内銀行長井支店
　■東北労働金庫長井支店
　■ゆうちょ銀行（口座振替のみ）

特　別　徴　収 普　通　徴　収

年金額が年18万円以上のかた 年金額が年18万円未満のかた
老齢福祉年金を受給されているかた

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

�
生
活
機
能
評
価
�の
受
診
を

お
す
す
め
し
ま
す

●
対
象　

65
歳
以
上
の
か
た

＊
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

　

る
か
た
は
対
象
外
で
す
。

●
受
け
方

①
65
歳
か
ら
74
歳
の
か
た
は
医
療

　

保
険
者
の
実
施
す
る
「
特
定
健

　

診
」
と
同
時
に
受
診

②
75
歳
以
上
の
か
た
は
「
後
期
高

　

齢
者
健
診
」
と
同
時
に
受
診

●
持
ち
物　

事
前
に
送
付
さ
れ
る

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
記

入
し
、
健
診
の
問
診
票
と
一
緒
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
料
金

①
75
歳
以
上
の
か
た　

無
料

②
65
歳
か
ら
74
歳
の
か
た

　

１
５
０
０
円

※
生
活
機
能
評
価
の
結
果
か
ら
、

必
要
な
か
た
に
は
「
元
気
は
つ
ら

つ
ク
ラ
ブ
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
元
気
な
か
た
の
運
動
機

能
向
上
、
栄
養
改
善
の
た
め
の
ク

ラ
ブ
で
す
。
体
力
増
進
、
介
護
予

防
の
た
め
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２
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　 の飼い主のみなさんへ
●犬のフンの後始末は、飼い主の責任で必ず行いましょう

　最近、苦情が多く寄せられています。他人に不愉快な思いをさせるだけでなく、景観汚染にもつなが
ります。散歩時のフンの後始末も大切な犬の世話。マナーを守り、犬を育てましょう。

［ご注意］
①接種時は犬に逃げられないように、首輪をきちん
　と付けてください。また、犬をしっかりと押さえ
　ることのできる飼い主が連れてきてください。
②登録していない犬は、この会場では予防接種を受
　けられません。犬を新しく飼われた場合や、飼い
　主が変わったり、飼い主の住所が変わったときな
　どは、印鑑と登録料3000円をお持ちのうえ、町民
　税務課に届けてください。集合注射は3100円です
　が、集合注射以外に来院の時は3600円以上、巡回
　のときは4200円以上かかります。
［その他］
・注射を受けた際は、注射済票を首輪につけておき
　ましょう。
・かわいそうな小犬や小猫が生まれないように、不
　妊・去勢手術を考えましょう。
＊事情により飼うことができなくなった犬や猫、捨
　て猫や野良猫は有料で置賜保健所が引き取ります。
　その場合、飼主や拾い主からの引き取りになり、
　引き取り場所まで連れていっていただくことにな
　ります。
■問い合わせ　町民税務課
　くらし・環境推進係（☎85－6131）

月 日 時    間 会    場

4月17日
（木）

午前９時20分～10時20分 東根地区公民館前

　　10時40分～11時40分 役場裏

午後１時00分～１時30分 十王地区公民館前

　　１時45分～２時15分 鷹山地区公民館前

　　２時30分～３時00分 中山林業センター前

　　３時10分～３時15分 針生公民館前

4月18日
（金）

午前９時10分～10時30分 蚕桑地区公民館前

　　10時50分～11時40分 ハーモニープラザ前

午後１時15分～１時30分 黒鴨いきいきセンター前

　　１時45分～２時15分 鮎貝自彊会駐車場

　　２時30分～３時30分 役場裏

※狂犬病予防注射は１頭１針で実施しています。
※どの会場でも受けることができます。

　建設水道課からのお知らせ

　　水道メーターの検針について

　冬期間休止していた水道メーター検針業務を５月
１日から再開します。
　検針を円滑に行うため次のことにご協力ください。
○メーターボックスの上や周りに物を置かないでく
　ださい。
○メーターボックス周辺に犬をつないでおかないで
　ください。

　　上下水道料金の冬期精算について

　１月請求分から４月請求分は、12月検針の水量
で算出した金額（推定料金）で納めていただいてい
ますので、５月の検針（５月請求分）で精算させて
いただきます。
　なお、還付金が発生した場合は、６月請求分に充
当しますのでご了承ください。

●狂犬病予防接種のお知らせ

　狂犬病予防法により、飼い犬には毎年１回の予
防接種が義務づけられています。飼い主の責任と
して必ず予防接種を受けましょう。
［持ち物］
　注射料3100円、鑑札、
　狂犬病予防注射通知のはがき
［日程］

　　水道の開栓・閉栓業務の委託について

　４月１日から、水道の開栓・閉栓業務を次のとお
り白鷹町水道工事組合に委託することになりました。
ただし、受付はこれまでどおり役場建設水道課水道
係で行います。
●受付場所　建設水道課水道係
●受付時間　午前８時30分～午後５時
　　　　　　（土日祝日を除く）
●手 数 料　開栓・閉栓　各1000円
●委託業者
　白鷹町水道工事組合（長谷川建設㈱、㈱西塚管工
　事店、㈱須貝設備工業、㈱佐藤燃料店）
［お願い］
＊当日では対応できない場合もありますので、予定
　日の前日まで（土日祝日を除く）のお申し込みを
　お願いします。
＊開閉栓の際は、立会いにご協力ください。
■問い合わせ　建設水道課　水道係（☎85－6137）
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年間のあそび広場開催
曜日 月 火 水 木 金
内容
午前 地区広場 赤ちゃん広場 赤ちゃん広場 あそび広場 あそび広場

会場 蚕桑、東根、萩野
ふれあい館　

健康福祉センター
希望の間 健康福祉センター 健康福祉センター

すこやかホール
ハーモニープラザ
大ホール

内容
午後 午後の広場 子育て相談 育児サークル 子育て相談 午後の広場

会場 希望の間 相談室 希望の間 相談室 希望の間
時間 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分　　午後 1時～ 3時 30 分

※上記の日程は５月より実施します。４月の日程は３月 21 日のおしらせ版に掲載しています。なお、都合
により会場が変更になることがあります。詳しくはあそび広場だよりでお知らせします。

白鷹町子育て支援センター
　「近所に遊ぶ友達がいない」「遊ぶ場所がない」「子ど
もの発達が心配」「育児の悩みを話せる人がいない」「マ
マ友が欲しい」…こんなときは、ぜひご利用ください。
　友達と一緒に遊んだり、体操をしたり、おしゃべり
したり、家の人と一緒に遊びましょう。子育て情報は、
広場だよりでお知らせします。

☆すこやかあそび広場

歩けるようになってから入園前の子の広場

☆ 地 区 広 場

町内の地区公民館でのあそび広場

☆ 保 育 園 開 放

各保育園の園内、園庭を開放
毎週水曜日　午前９時30分～ 11時

☆ 赤 ち ゃ ん 広 場

首がすわって歩けるようになるまでの子の広場

☆ 午 後 の 広 場

午後のひとときを少人数で遊べる広場

☆ 子 育 て 相 談

各保育園、電話、子育て支援係窓口で受付

ファミリーサポートセンター

　いつも子どもの世話をしているかたが病気や冠婚葬祭などでお世話が出
来なくなったときは、ファミリーサポートをご利用ください。協力会員が
代わってお子さんのお世話をします。
　会員登録をするとだれでも利用できます。また、子育てを応援できるか
た（協力会員）も随時募集中です。手続きは、健康福祉課ファミリーサポ
ートセンターまで

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
元
気
に

遊
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ
ぱ
い

子どもたちの世界を広げる、元気に育てる！

問い合わせ
健康福祉課　子育て支援係

☎86－0212

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」を

　
　
　
　
　
　

実
施
中
で
す

運
動
期
間

　

４
／
９（
水
）〜
22（
火
）

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
て
住
宅
防
火
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

　

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
白
鷹
分

署
（
☎
85

－

５
２
４
２
）



　　 広報しらたか　2008.4.11●19

３月24日に国土交通省から平成20年地価公示結果が公表されました。本町に関するものは、次のとおりです。

 

地
価
公
示
�
�

　

地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。  

土
地
�
売
買
�
�
�
�
� 

 

�
� 

�
�
地
価
公
示
価
格

 

�
調
�
�
�
�
�
�

　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
、
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年変
動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

地価公示に関するお問い合わせ

総務政策課　政策企画係

☎85－6123

対前年度変動率（単位：％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地
調区内
宅地　

白鷹町平均 ▲4.2 ▲5.3 － － －

山形県平均 ▲3.9 ▲5.1 ▲4.4 ▲4.7 ▲3.4

全国平均 　1.3 　3.8 － ▲0.5 －

白鷹
－１

大字荒砥乙字出来町
東958番

18　年 19　年 20　年

円
21,300

（▲3.2）

円
20,300

（▲4.7）

円
19,500

（▲3.9）

白鷹
－２

大字鮎貝字粡町二
2406番1

18　年 19　年 20　年

円
14,200

（▲4.7）

円
13,400

（▲5.6）

円
12,800

（▲4.5）

白鷹
－３

大字荒砥乙字横町
1014番
（芳賀輪店）

18　年 19　年 20　年

円
35,900

（▲5.5）

円
33,700

（▲6.1）

円
31,900

（▲5.3）

平成20年地価公示結果について

ポンプ庫
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　３月22日、加茂川酒造で、平成蔵人考の
蔵出しが行われました。合鴨農法による田
植えから稲刈り、酒仕込みまで会員独自で
行い、この日が一年の集大成。首都圏や山
形市から約60人が参加しました。今回は、
地元の素材を使った和食とフランス料理が
出され「辛口のお酒によく合う」と評判で
した。ステージでは、あがた森魚さんが歌
を披露。参加者は、春の訪れを喜ぶように、
手づくりのお酒を楽しみました。

純
米
大
吟
醸
�
料
理
�
歌
�
味
�
�

第
12
幕
�
�
�
�
平
成
蔵
人
考
蔵
出
�

　３月16日、パワーセンターで、作家・家
田荘子さんの講演会が行われました。家田
さんは、出会った人びとの犯罪から更正ま
での話から「悩みや苦しみを抱えていても
表せない人が多い。周りの人たちが手を差
しのべてあげることが大切」と話しました。
また、自らの体験について触れ「差別や偏
見はどこにでも生まれるもの。もう一歩前
に出て、相手を知ることが必要。何事も、
まずは小さな一歩から」と語りかけました。

白
鷹
学
講
座
�
置
賜
地
域
男
女
共
同
参
画
講
座

�
自
分
�
�
�
生
�
�
�
�
�
��

家
田
荘
子
講
演
会

　「交通安全まもるくん」は交通事故防止
と交通安全の大切さを伝えるために、町内
を巡っている腹話術人形です。今年初めか
ら、町交通安全専門指導員・村上由紀さん
と「二人三脚」で、町内の学校や施設を回
り、子どもたちやお年寄りのかたがたに交
通安全の啓発を行っています。地域の会合
の場など、交通安全教室の時間をいただけ
れば出向きます。お気軽にご連絡ください。
（総務政策課生活安全係☎85－6122）

僕
�
一
緒
�
�
�
�
�
�安
全
�
交
通
社
会
�

�
交
通
安
全
�
�
�
�
�
��
�

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
心
を
育
て
る
た
め
に
、
紙
芝
居

上
演
な
ど
で
使
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

同
学
級
の
皆
さ
ん
は
、
２
作
目

の
紙
芝
居
を
作
成
す
る
予
定
が
あ

る
そ
う
で
す
。
期
待
し
た
い
で
す

ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
頭
�
付
�
�
�
�
�
�
�
手
�

自
由
�
使
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
じ
さ
い
学
級
が
ハ
ン
ズ
フ

リ
ー
マ
イ
ク
を
寄
贈

　

３
月
21
日
、
蚕
桑
地
区
公
民
館

あ
じ
さ
い
学
級
の
皆
さ
ん
か
ら
、

町
立
図
書
館
へ
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
マ

イ
ク
（
※
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
学
級
は
、
紙
芝
居

「
こ
ぐ
わ
の
名
医
」
が
昨
年
度
の

全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
入
選
す
る
な
ど
の
実

績
を
持
ち
、
同
紙
芝
居
を
町
内
各

地
で
公
演
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際

に
い
た
だ
い
た
謝
礼
を
「
紙
芝
居

基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
お
り
、

今
回
は
そ
の
中
か
ら
ハ
ン
ズ
フ
リ

ー
マ
イ
ク
を
求
め
、
寄
贈
い
た
だ

荒砥駅前交流施設資料館特別展パート２
祝・県無形文化財指定
本場米琉白鷹板締小

こ

絣
がすり

５月末まで開催

ご
寄
付あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

３
月
３
日
、
匿
名
希
望
様
よ
り
、

町
に
対
し
て
、
現
金
１
０
０
万
円

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療

の
分
野
な
ど
で
、
有
意
義
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
19
年
度
は
左
記
の
８
団
体

１
７
１
人
の
皆
さ
ん
に
、
除
草
、

樹
木
管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
年
間

を
通
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
パ
ー

ク
内
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
町
下
花
街
道
奉
仕
会

・
路
傍
花
の
会

・
衣
袋
建
設
株
㈱
ほ
か
五
風
会

・
㈱
高
橋
組

・
㈱
菅
原
組

・
東
陽
ロ
ー
ド
小
山
沢

・
株
式
会
社
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形

　

労
働
組
合

・
町
職
員
ク
ラ
ブ　

（
敬
称
略
）

平
成
20
年
度
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
の
里
親（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
美
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
の
か
た
が
た
や
企
業
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
線

沿
い
）
の
里
親
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
、

企
業
及
び
従
業
員
団
体
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
活
動

の
主
体
に
な
る
場
合
は
、
責
任
者

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
仕
事　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
区
域
内
の
除
草
、
樹
木
の

管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど

●
活
動
回
数　

年
間
３
回
以
上
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
（
建

設
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
募
集
締
切　

４
月
25
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
水

道
課　

管
理
係（
☎
85

－

６
１
４
０
）

�
世
話
�
�
�
�
�
�

フ
ラ
ワ
�
ロ
�
ド
パ
�
ク
里
親
活
動

活動の様子

第
十
九
期
白
鷹
本
因
坊
戦

３
／
９
・
荒
砥
地
区
公
民
館

優
勝　

安
部　

實
・
六
段（
長
井
）

２
位　

佐
藤　

健
・
四
段（
長
井
）

３
位　

佐
野
昭
英
・
五
段（
長
井
）

４
位　

五
十
峯
隆
・
四
段（
白
鷹
）

５
位　

廣
瀬
健
治
・
二
段（
白
鷹
）

３
位　

金
田　
　

肇
（
白
鷹
町
）

４
位　

多
田　

義
広
（
山
形
市
）

５
位　

今
泉　
　

光
（
長
井
市
）

６
位　

大
場　

秀
二
（
白
鷹
町
）

●
紅
葉
鮎
戦

１
位　

小
林　
　

修
（
鶴
岡
市
）

２
位　

佐
藤　

春
雄
（
宮
城
県
）

３
位　

小
松　

純
児
（
長
井
市
）

４
位　

日
下　

昭
彦
（
宮
城
県
）

●
若
鮎
戦

１
位　

宇
内　

博
文
（
福
島
県
）

２
位　

石
山　

昭
八（
寒
河
江
市
）

３
位　

丹　
　

利
明
（
小
国
町
）

４
位　

木
村　

英
夫
（
川
西
町
）

５
位　

新
藤
四
十
二
（
長
井
市
）

６
位　

舟
山　

二
男
（
川
西
町
）

第
17
回
白
鷹
あ
ゆ
茶
屋
杯

３
／
30　

あ
ゆ
茶
屋

●
名
人
戦

１
位　

庄
司　

弘
光
（
宮
城
県
）

２
位　

楢
澤　

英
昭
（
舟
形
町
）

３
位　

佐
藤　

勝
利
（
米
沢
市
）

４
位　

佐
藤　

正
典
（
天
童
市
）

５
位　

浅
野　

翔
平
（
宮
城
県
）

６
位　

小
松　

純
夫
（
長
井
市
）

●
王
将
戦

１
位　

佐
藤　
　

伸
（
宮
城
県
）

２
位　

池
野　

孝
平
（
南
陽
市
）

　４月から、白鷹町観光協会の事務局がパワーセンター白
鷹の事務所に移りました。これまでは役場２階の産業振興
課内にありましたが、より身近で、お客さまの広いニーズ
（要望）に対応しようと、移転することになりました。
　これに伴い、事務局員も２人増え、３人体制になりまし
た。新しく事務局員になった、後藤百合子さんと髙橋典子
さんは「白鷹町の皆さん、一緒にいろんな情報を発信して
いきましょう」と話していました。
　４月中は、「古典桜」の問い合わせが全国各地から殺到し
ているとのことで、電話案内やパンフレットの準備などに
大忙しということです。桜まつりの準備も同時進行中。
　町内の皆さんも、桜の時期が過ぎたら、ぜひ新生・観光
協会を訪れてみてください。

　●新所在地
　〒992-0832　白鷹町大字荒砥乙555-1
　パワーセンター白鷹内　℡86-0086 ／ FAX86-0087
　e-mail:kanko@pow1.shirataka.or.jp
　ホームページ：http://www1.shirataka.or.jp/kanko/

観光協会は「パワーセンター」に引っ越しました

�

後
藤
百
合
子
�
�

�

髙
橋
典
子
�
�
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平成20年度文書配布計画

＊文書配付は、毎月12日、22日としますが、その日

　が休日などの場合は前日に繰り上げて配付します。

【臨時配布日等】

●10月中旬…白鷹町長選挙の選挙公報などの配付

●平成21年１月中旬…山形県知事選挙の選挙公報な

　どの配布

●平成21年２月２日（月）…町県民税申告相談関係書

　類の配付

※任期満了以外による選挙が執行される場合、入場

　券など臨時に配付をお願いする場合があります。

■問い合わせ　総務政策課　総務係（☎85－6120）

月 日

平成20年 ４月 11日（金） 22日（火）

５月 12日（月） 22日（木）

６月 12日（木） 20日（金）

７月 11日（金） 22日（火）

８月 12日（火） 22日（金）

９月 12日（金） 22日（月）

10月 10日（金） 22日（水）

11月 12日（水） 21日（金）

12月 12日（金） 22日（月）

平成21年 １月 13日（火） 22日（木）

２月 12日（木） 20日（金）

３月 12日（木） 19日（木）

白鷹町成人式を開催します

◆一生一度の成人式

　今年度の成人式は下記のとおり開催します。
　対象のかたには７月上旬にご案内します。郷
土を離れている皆さんにも、ご家族のかたから、
日程について今からお知らせください。

◆成人祭の実行委員を募集します

　また、例年成人式の後、成人者の皆さんの企
画運営により成人祭が開催されています。その
成人祭の実行委員を募集します。思い出に残る
成人祭を、皆さんの手でつくっていきましょう。
６月中に第１回の実行委員会を予定しています。
詳細はお申し込み時にお知らせします。
●実行委員応募締め切り　５月８日（木）

　成人式の日程　

●いつ　８月15日（金）午前10時～
●会場　パワーセンター
●対象　昭和62年４月２日生から昭和63年４月
　１日生までのかた
＊平成14年度東・西中学校卒業者と平成20年６
　月１日現在の白鷹町に住民登録されているか
　たには、詳細について往復はがきでご案内し
　ます。
■申込・問い合わせ　教育委員会
　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

５
月
１
日
よ
り
、
戸
籍
の
窓
口
で
は

「
本
人
確
認
」を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

○
ど
ん
な
場
合
に
必
要
？

★
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
・
身
分
証

明
・
税
証
明
な
ど
の
申
請
の
と
き

★
婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届
出
、
住

所
な
ど
の
異
動
届
出
の
と
き

★
印
鑑
登
録
・
住
基
カ
ー
ド
（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）
の
申
請
の

と
き

（
新
た
に
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
・

身
分
証
明
な
ど
の
交
付
が
加
わ
り

ま
し
た
）

○
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
な
ど

の
写
真
付
き
の
公
的
証
明
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

　

写
真
付
き
の
公
的
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
登
録
証
な

ど
２
つ
以
上
の
書
類
が
必
要
で
す
。

＊
届
出
な
ど
の
種
類
に
よ
っ
て
、

　

提
示
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
異

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場
合
に
も
、

　

本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
同

　

封
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊
代
理
の
か
た
の
請
求
に
は
委
任

　

状
が
必
要
で
す
。

＊
同
一
世
帯
（
住
民
票
）、同
籍
・

　

直
系
（
戸
籍
）
以
外
の
か
た
の

　

請
求
に
は
、
正
当
と
認
め
ら
れ

　

る
理
由
の
記
載
が
必
要
で
す
。

＊
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
で
交

　

付
を
受
け
た
者
は
、
刑
罰
が
課

　

さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
４
月
か
ら
住
基
カ
ー
ド

の
交
付
手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
身
分
証
明
書
な
ど
を

お
持
ち
で
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
戸

籍
年
金
係
（
☎
85

－

６
１
２
９
）

ご理解とご協力を
お願いいたします

はじめに
本人確認

　

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第
三
者
に
よ
る
虚
偽
の
届
出
や
、
不

正
な
証
明
書
の
申
請
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
５
月
１
日
か
ら
本
人

確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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こんなことできますか？
点検してみましょう！

「認知症の早期発見チェックリスト」
【点検方法】
①下の項目のうち、できることに○を付けていきます。
②○を１点として採点し、合計点を出します。
③一番下にある判定表で、自分の合計点と年齢が交わった
　ところを見てみましょう。

□　自分で電話番号を調べて、電話をかけることができる

□　リーダーとして、何かの行事の企画・運営を行うこと

　　ができる

□　何かの会の世話係や会計係を務めることができる

□　ひとりでバスや汽車を利用して、または車を運転して

　　出かけることができる

□　見知らぬ場所へ、ひとりで計画を立てて旅行すること

　　ができる

□　薬を決まった分量、決まった時間に飲むことができる

□　貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払い、お金のや

　　りくりなど、家計を管理することができる

□　日用品を買いに行くことができる

□　請求書の支払いをすることができる

□　銀行などの預金の出し入れをすることができる

□　年金や税金の申告書をひとりで作成することができる

□　食事の用意をすることができる

□　掃除をすることができる

□　洗濯物・食器を整理整頓することができる

□　手紙や文書を書くことができる

　合計　　　　　点

＊家族や友人にも点検してもらうと、より客観的な判定が
　できます。
＊合計点が５点以下
　なら認知症の可能
　性があります。
＊認知症の疑いがあ
　るかた、予備群だ
　ったかたは専門医
　に相談しましょう。

7
6

11

8

10

0

5

10

15

65-69 70-74 75-79 80-84 85以上 （歳）

（点）

�
合
計
点
�

〈年齢〉

健常

予備群

認知症

正しく知ろう認知症

早期発見
・

早期治療
が大切です

広報しらたか・議会だよりしらたかの
製本サービスは行いません

　町では、これまで毎年製本サービスを行って
きましたが、今年度（平成19年度発行分）より
行わないこととなりました。
　なお、一部の号が抜けている場合は、補充し
ますので、総務政策課までお越しください。
■問い合わせ　
　総務政策課　情報企画係（☎85－6121）

住宅用火災警報器の無料設置

～独り暮らしの75歳以上のかたへ～
　近年、住宅火災に
よる死者が増え続け、
なかでもお年寄りの
占める割合が高くな
っています。それを

受け、消防関係法令が改正となり、新築住
宅については平成18年６月１日から、住宅
用火災警報器の設置が義務化されました。
また既存住宅については、平成23年６月１
日までに設置しなければなりません。
　火災の早期発見、初期消火、早期避難が、
大切な生命、財産を守ることにつながりま
す。町では、満75歳以上の単身世帯者を対
象に、住宅用火災警報器の無料設置を行い
ます。
○対象者　白鷹町に住所を有し、現に住宅
　に居住するかたで、申請する日において
　満75歳以上の単身世帯者
○設置機器と経費　設置する機器は、煙式
　の住宅用火災警報器１個とし、取り付け
　経費も含めて町が負担します。ただし、
　その後の管理は使用者が行ってください。
○設置の申請　設置を希望するかたは「住
　宅用火災警報器設置申請書」を提出して
　ください。
＊申請書は、総務政策課に用意しています。
　また、随時受け付けます。
＊個数に限りがありますので、申し込み先
　着順での設置となります。
■申込・問い合わせ
　総務政策課生活安全係（☎85－6122）

既存住宅

平成23年
６月１日

までに設置

平成18年
６月１日
から設置

新築住宅



施　　設 施設数
平成 15 年度禁煙・
分煙実施数（％）

平成 19 年度禁煙・
分煙実施数（％）

役場 1 0 1

中央公民館 1 0 1

地区公民館 6 0 5

分　館 76 0 8

町立病院・
健康福祉センター

1 0 1

保育所 5 5 5

小学校 6( ※ 5) 5 5

中学校 2 0 2

高等学校 1 0 1

就業構造改善センター 1 0 0

計 100（※ 99） 10（10％） 29（約 30％）

※中山小と鷹山小の統合により、１校減となりました。

平成 16 年度
○禁煙・分煙推進ポスター作成（元気ニコニコ推進会議）
○健康づくり推進員養成講座（学習会）

平成 17 年度

○禁煙・分煙推進ポスターを公共施設へ掲示する活動（荒砥高等学校・元気
　ニコニコ推進会）
○禁煙講演会（元気ニコニコ推進会議）　
○健康づくり推進員養成講座（学習会）

平成 18 年度

○禁煙講演会（東根地区公民館・元気ニコニコ推進会議）
○禁煙アンケート・しらたかまち禁煙マップ’06 作成（荒砥高等学校・元気
　ニコニコ推進会議）
○健康づくり推進員養成講座（学習会）

平成 19 年度
○禁煙アンケート（元気ニコニコ推進会議）
○健康づくり推進員養成講座（学習会）
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画
◎心もいきいき働き盛りの健康づくり～心にゆとりのある元気な暮らし～

公共施設禁煙の取り組み（受動喫煙防止）－健康増進法第25条

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
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今
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平成15年度（計画策定時）　　平成19年度中間評価　　平成22年度（目標）

10％ 30％ 100％

“白鷹町健康増進計画”
　受動喫煙防止を推進する主な施設

数値目標について

平成16～ 19年度　取り組み状況

健
康
の
ひ
ろ
ば

禁
煙
を
勧
め
る
理
由

○
た
ば
こ
は
体
に
悪
い

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
２
０
０
種
類
以

上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
周
り
の
人
は
大
迷
惑

　

た
ば
こ
の
有
害
物
質
は
主
流
煙
よ

り
副
流
煙
の
か
た
が
多
い
の
で
す
。

○
巨
額
の
社
会
的
損
失
を
生
み
出
す

　

喫
煙
に
よ
る
社
会
的
損
失
は
７
兆

円
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
主
な
内
訳

・
喫
煙
に
よ
る
医
療
費

１
兆
３
０
０
０
億
円

・
労
働
力
損
失
５
兆
８
４
０
０
億
円

・
消
防
費
用　

２
０
０
０
億
円

・
火
災
に
よ
る
物
損　

１
３
３
億
円

な
ど

中間評価

公
共
施
設
の
禁
煙
を
進
め
ま
し
ょ
う
！
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一人で寝れないの？

Ａ男「ウルトラマンって、ヒーロ

　　ーだよね！」

Ｂ男「ちがう！キーローだよ！」

保「黄色？」

Ｂ男「うん、キーローだよ」

ひがしね保育園

佳
作　

絶
対
に
譲
れ
ぬ
枕
ひ
と
つ
あ
る　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

亡
き
人
を
偲し
の

ん
で
ぬ
ら
す
枕
元　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

濡
ら
す
ほ
ど
流
し
て
み
た
い
膝ひ
ざ

枕　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

旅
の
宿
枕
た
が
え
て
夜
が
白
む　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

舟
折
っ
て
枕
の
下
に
夢
託
す　
　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

枕
木
が
長
い
歴
史
を
物
語
る　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

安
眠
を
枕
に
託
す
高
い
び
き　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

蕎
麦
枕
良
い
夢
旅
路
誘
い
出
す　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

ひ
と
休
み
疲
れ
を
癒
す
腕
枕　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

初
夢
を
見
る
紙
舟
枕
に
し
の
ば
せ
る　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

病
む
人
を
見
舞
う
寂
し
い
枕
元　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

寝
返
り
を
打
っ
て
ま
た
追
う
夢
枕　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

秀
逸　

み
ど
り
児
に
絹
の
小
枕
祖
母
の
愛　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

〃　
　

幼
き
日
土
手
を
枕
に
雲
を
見
る　
　
　
　
　

荒
砥
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鈴
木
み
き
子

〃　
　

古
希
の
坂
人
生
模
様
枕
知
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渡
部
喜
美
子
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枕
辺
に
春
の
息
吹
き
の
ハ
ー
モ
ニ
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高
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と
み
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嫁
ぐ
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に
母
が
持
た
せ
た
そ
ば
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畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

何
か
あ
る
母
が
立
っ
て
る
夢
枕　
　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

〃　
　

我
が
人
生
今
は
悔
い
無
く
旅
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鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

〃　
　

本
当
の
涙
の
理
由
を
知
る
枕　
　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

漱
石
を
古
希
で
ま
た
読
む
草
枕　
　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

望
郷
に
枕
濡
ら
し
た
時
も
あ
る　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

客
一　

幾い
く
せ
い
そ
う

星
霜
共
に
紡
い
だ
夢
枕　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

客
二　

八
十
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過
ぎ
余
命
世
ま
か
せ
腕
枕　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

客
三　

正
夢
が
さ
め
て
枕
を
引
き
寄
せ
る　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

客
四　

枕
よ
せ
孫
と
至
福
の
語
り
合
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荒
砥
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井
澤
芙
佐
子

客
五　

膝
枕
な
に
夢
見
て
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童
わ
ら
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顔が
お　

　
　
　
　
　
　

山　
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石
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与
次
衛
門

人
位　

川
の
字
に
枕
並
べ
た
娘
も
巣
立
ち　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

地
位　

幸
福
を
枕
に
感
謝
自
然
体　
　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

天
位　

隅
っ
こ
に
母
の
枕
が
あ
る
安あ
ん

堵ど　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

　

軸　

憂
い
み
な
枕
が
吸
っ
て
夜
が
明
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
路

【
新
人
投
句
者
の
紹
介
】

　

新
人　

ひ
ざ
枕
子
と
の
思
い
出
耳
そ
う
じ　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

　

新
人　

春
の
日
に
髪
の
香
り
の
膝
枕　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

仙
一

次
回
「
足
音
」
四
月
末
日
ま
で　

「
じ
わ
じ
わ
」
五
月
末
ま
で

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　

枕　
　
　
　

梅
沢　

草
路　

選

山形県からのお知らせ

河川の里親を募集しています

●参加対象
　町内会、地域団体、企業、そのほかボランティ
　ア団体など
●活動内容
　河川の除草・清掃や植栽などの環境美化活動を
　行う（活動助成費を支給します）
●対象区間　県管理河川概ね200㍍以上
●参加申込
　参加希望の団体は、置賜総合支庁（西庁舎）ま
　たは町建設水道課にお問い合わせのうえ、申込
　書を町に提出してください。
●締め切り　４月30日（水）
■問い合わせ
　西置賜河川砂防課（☎88－8232）
　町建設水道課（☎85－6140）

【現在の町内での活動団体】
　下記の団体の皆さんにご協力いただいています。

ありがとうございます。

　＊貝生川「ホタルの里」実行委員会（貝生川）

　＊貝生川愛護会（貝生川）

　＊クリーン耳堂川（耳堂川）

　＊絹市沿線クリーン会（絹市川）

　＊白鷹町猟友会（八幡川）

　＊十王区十町内会（萩野川）

　＊十王関寺河川クリーンズ（荒砥川）

　＊株式会社アーレスティ山形環境委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　（草木沢川）

　＊貝生川あたご愛護会（貝生川）

　＊有限会社橋本工務店（常海沢川）

　＊雪舟町新田地内大鮎貝川愛護会（大鮎貝川）

　　参加人数208人

ヒーロー!!

誕生会のインタビューで

Ａ子「だれと一緒に寝てますか？」

Ｂ子「お母さんです」

Ａ男「お兄ちゃんとお母さんです」

保「先生はお父さんと寝てます！」

子「えー !! 一人で寝れないの？

　大人なのに」
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募　集

催　し

公
開
市
民
講
座
�
認
知
症
�
�
�

介
護�

現
状
�
将
来
�
考
�
�
�

▼
い
つ　

４
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
内
容

①
「
認
知
症
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　

講
師　

大
森
健
一
さ
ん

②
「
認
知
症
の
介
護
と
介
護
保
険
」

　

講
師　

吉
川　

順
さ
ん

③
「
介
護
保
険　

そ
の
現
状
と
将

来
」

　

講
師　

阿
部
正
俊
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

吉
川
記
念
病
院

総
務
係
（
☎
87

－

８
０
０
０
）

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実
行
委
員
�
募
集
�
�
�

　

６
月
８
日
に
「
影
法
師
」
を
迎

え
、
第
17
回
お
か
え
り
な
さ
い
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
広
報
、
会
場
運
営
、
舞

台
関
係
、
お
に
ぎ
り
つ
く
り
な
ど
、

活
動
は
い
ろ
い
ろ
。
ほ
ん
わ
か
あ

っ
た
か
い
手
づ
く
り
の
福
祉
コ
ン

サ
ー
ト
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

薫
風
の

家
（
☎
85

－

４
２
８
８
）

県
産
木
材
�
活
用
�
�
街
�
�

�
�
募
集
�
�
�

　

観
光
地
や
商
店
街
な
ど
多
く
の

人
び
と
の
目
に
触
れ
る
空
間
に
、

県
産
木
材
製
品
を
設
置
す
る
場
合

や
腰
壁
の
内
装
を
木
質
化
す
る
場

合
な
ど
、
間
伐
材
な
ど
の
県
産
木

材
の
優
れ
た
活
用
法
の
モ
デ
ル
と

な
る
取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
限　

５
月
30
日
（
金
）

▼
対
象
団
体　

自
治
会
、
商
店
街
、

観
光
協
会
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

▼
取
組
事
例　

案
内
板
、
標
識
、

【
い
ず
れ
も
】

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

宅
法
の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る

親
族
が
い
る
か
た

※
入
居
区
分
が
一
般
用
の
場
合
は
、

高
齢
者
世
帯
、
心
身
障
害
者
世
帯
、

母
子
世
帯
、
多
子
世
帯
な
ど
に
対

し
て
、
入
居
決
定
に
あ
た
り
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日　

６
月
上
旬

▼
募
集
締
め
切
り　

４
月
18
日

（
金
）

▼
申
込
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
西
置
賜
建
設
総
務
課

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
す
ま
い

情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
）

平
成
20
年
度
白
鷹
学
講
座

�
企
画
委
員
�
募
集
�

　

学
び
た
い
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
一
緒
に
白
鷹
学
講
座
を
企

画
運
営
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
か

た
、
勉
強
し
て
み
た
い
テ
ー
マ
を

持
っ
て
い
る
か
た
、
仲
間
と
な
に

か
始
め
て
み
た
い
か
た
、
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。
年
齢
、
男
女
を

問
い
ま
せ
ん
。
ご
一
報
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
申
し
込
み
時
に
お

県
営
住
宅
�
入
居
者
募
集

●
白
鷹
ア
パ
ー
ト

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

１
４
８
２

－

１

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

６
＋
６
＋
４
・
５
＋

Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
１
万
３
０
０
０
円

〜
２
万
８
５
０
０
円

●
宝
前
町
住
宅

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５

５
０
２

－

11

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
８
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
１
万
７
５
０
０
円

〜
３
万
８
５
０
０
円

●
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
２
号

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
２
万
５
２
０
０
円

〜
５
万
５
４
０
０
円

おしらせ

登
記
相
談
日
�
開
設
�
�
�

　

山
形
地
方
法
務
局
で
は
、
長
井

支
局
の
統
合
に
伴
い
、
毎
月
登
記

相
談
日
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

▼
当
面
の
日
程　

４
月
22
日

（
火
）、５
月
23
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

長
井
市
役
所
３
階　

第

一
委
員
会
室

▼
相
談
内
容　

所
有
転
移
転
の
登

記
、
会
社
関
係
の
登
記
な
ど

※
６
月
以
降
の
相
談
日
は
、
決
ま

ベ
ン
チ
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

プ
ラ
ン
タ
ー
、
板
塀
な
ど

▼
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
一
団
体　

上
限
１

０
０
万
円
）

▼
事
業
採
択　

審
査
委
員
会
の
審

査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
書
類　

山
形
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
事
業
計
画
の
作
成
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）
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85

－
５
２
４
２
）

青
�
鳥
郵
便
�
�
�
�
無
償
�

配
布
�
�
�

　

障
が
い
者
の
福
祉
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

郵
便
は
が
き
「
青
い
鳥
郵
便
は
が

き
」
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

▼
無
料
配
布
対
象　

重
度
身
体
障

が
い
者
（
１
級
・
２
級
）
ま
た
は

重
度
知
的
障
が
い
者
（
Ａ
ま
た
は

１
度
・
２
度
）
の
か
た

▼
内
容　

通
常
郵
便
は
が
き
（
無

地
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
、
く
ぼ

み
入
り
）
一
人
20
枚

▼
受
付
期
限　

６
月
２
日
（
月
）

▼
持
ち
物　

障
が
い
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳

▼
申
込
方
法　

右
記
の
手
帳
を
持

参
し
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
理
の
か
た

や
郵
送
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

郵
政
事
業
株
式

会
社
長
井
支
店
郵
便
課
（
☎
84

－

１
４
５
２
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
�
準
備
講
習
会

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

▼
受
験
日
・
試
験
地

○
第
１
回　

６
月
14
日
（
土
）
米

　

沢
工
業
高
校
な
ど

○
第
２
回　

６
月
28
日
（
土
）
長

　

井
工
業
高
校
な
ど

▼
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種

（
全
類
）、丙
種

▼
願
書
受
付
期
間

○
第
１
回　

４
月
21
日
（
月
）
〜

　

30
日
（
水
）

○
第
２
回　

５
月
12
日
（
月
）
〜

　

21
日
（
水
）

▼
願
書
提
出
先　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
（
☎
０
２

３

－

６
３
１

－

０
７
６
１
）

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
】

▼
日
時

○
乙
種　

５
月
29
日
（
木
）
〜
30

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
丙
種　

５
月
30
日
（
金
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ

▼
締
め
切
り　

５
月
19
日
（
月
）

※
受
験
願
書
、
試
験
案
内
及
び
受

講
申
込
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
分
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
88

－

１

７
９
７
）
消
防
署
白
鷹
分
署
（
☎

い
た
し
ま
す
。

▼
駆
除
実
施
期
間　

４
月
13
日

（
日
）
〜
６
月
11
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
漁
業
協

同
組
合
（
☎
85

－

６
１
０
７
）

�
月
�
�
�
自
販
機
�
�
�
�
�

購
入
�
�
専
用
�
�
�
�
�
�
�

必
要
�
�

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
山
形
県
内
の

た
ば
こ
自
動
販
売
機
は
、
今
年
５

月
か
ら
「
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動

販
売
機
」
に
替
わ
り
ま
す
。
こ
の

自
動
販
売
機
を
利
用
す
る
と
き
に

は
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「tasp

o

（
タ
ス
ポ
）」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

た
ば
こ
販
売
店
な

ど
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
き
、
顔
写
真
と
本
人
確
認
書
類

の
コ
ピ
ー
を
貼
り
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
顔
写
真
は
、
販
売
店
で
も
撮
影

　

で
き
ま
す
。

＊
発
行
手
数
料
、
年
会
費
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

taspo

ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
１
２
０

－

２
２
２

－

１

８
０
）

り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
く

ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

１
３
１
）

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
�
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
�
加

入
手
続
�
�
始
�
�
�
�

▼
対
象
農
業
者

・
認
定
農
業
者
（
４
㌶
以
上
）

・
集
落
営
農
組
織
（
20
㌶
以
上
）

　

経
営
規
模
要
件
に
は
、
中
山
間

地
域
の
地
域
特
例
や
所
得
水
準
の

所
得
特
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
加
入
手
続
き
：
４
月
１
日（
火
）

〜
６
月
30
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
農
政
事
務

所
地
域
第
三
課（
南
陽
庁
舎
）（
☎

０
２
３
８

－

43

－

４
２
１
０
）

有
害
鳥
獣
駆
除
�
行
�
�
�

　

カ
ワ
ウ
や
ア
オ
サ
ギ
な
ど
に
よ

っ
て
、
鮎
・
ウ
グ
イ
な
ど
の
川
魚

が
捕
食
さ
れ
、
そ
の
被
害
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。

　

漁
業
協
同
組
合
で
は
、
猟
友
会

に
依
頼
し
て
銃
器
に
よ
る
駆
除
を

４
月
13
日
（
日
）
か
ら
最
上
川
流

域
で
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
、
流

域
で
釣
り
や
農
作
業
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
す
る
か
た
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

広告 広告
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 五十嵐 康　倫 智
とも

　哉
や

麻里子

畔　藤 佐藤 良　一 璃
り

　奈
な

千　春

十　王 須貝 貴　之 悠
ゆう

　羽
は

瑞　穂

畔　藤 佐藤 隆　将 瑠
る

　南
な

夏　美

十　王 渋谷 浩　之 望
の

　彩
あ

真由美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（上　田　健一郎　　畔　藤
本　間　加奈子　　長井市

（篠　田　瑛一郎　　横田尻
志子田　祐　子　　宮城県

（三　浦　信　高　　鮎　貝
佐久間　　愛　　　福島県

 住所　　  氏　　名  　年齢
山　口　　　山　タ　カ　86
荒砥甲　梅　津　一　男　85
下　山　渡　部　せ　つ　100
荒砥甲　新　野　　榮　　84
畔　藤　大　木　市　三　71
高　岡　樋　口　て　る　87
荒砥甲　戸　借　　　　　93
鮎　貝　原　田　君　子　56
畔　藤　衣　袋　　　吉　80
荒砥甲　紺　野　良　雄　80
菖　蒲　小　関　　好　　80
高　岡　小　口　す　い　89
鮎　貝　白　田　みどり　81
萩　野　小　川　いせの　98
横田尻　大　木　昭太郎　79
荒砥甲　佐　藤　文　一　78
山　口　江　口　や　す　75
鮎　貝　鈴　木　た　け　94
山　口　岩　澤　　勇　　74
箕和田　小　口　なかゑ　88
荒砥甲　金　田　省　吾　79
荒砥甲　渋　谷　ゆ　き　93
山　口　伊　藤　孝　助　88
荒砥甲　阿　部　和　則　50
荒砥甲　髙　橋　久　　　93
荒砥甲　五十嵐　　　一　91

●3月1日 ▼3月31日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

平
成
20
年
４
月
に
入
っ
た
。
こ
の

季
節
、
日
に
日
に
春
ら
し
く
な
る
。

と
り
わ
け
東
北
地
方
は
、
冬
か
ら
解

き
放
た
れ
、
穏
や
か
で
明
る
い
季
節

と
な
る
。
日
照
時
間
が
長
く
な
り
、

人
び
と
の
活
動
時
間
も
延
び
る
感
じ

に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
４
月
、
人
び

と
の
人
生
の
変
化
が
多
い
時
期
で
も

あ
る
。
入
学
や
進
学
、
進
級
、
社
会

人
と
し
て
飛
び
立
つ
就
職
、
ま
た
転

勤
な
ど
に
よ
る
異
動
…
新
た
な
旅
立

ち
の
と
き
と
も
な
る
。

　

４
月
１
日
、
町
に
お
い
て
も
、
新

進
気
鋭
の
新
規
職
員
を
採
用
す
る
と

と
も
に
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
べ

く
人
事
異
動
を
行
っ
た
。
各
人
、
自

己
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
に
全
力
で
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い

う
言
葉
は
、
だ
れ
し
も
知
っ
て
い
る
。

こ
の
意
味
は
「
新
人
の
こ
ろ
の
、
あ

る
い
は
初
め
の
こ
ろ
の
感
動
や
純
粋

な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ひ
た
む
き
に

物
事
に
取
り
組
め
」
で
あ
り
、
ま
た

「
仕
事
や
学
業
、
生
き
方
な
ど
、
物

事
を
始
め
る
最
初
に
立
て
た
目
標
、

志
、
そ
の
と
き
の
思
い
の
様
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
に
一
般

的
に
と
ら
れ
て
い
る
。
人
生
の
様
々

な
場
面
に
遭
遇
し
た
際
、
最
初
の
志

を
忘
れ
ず
、
人
生
を
切
り
拓
く
こ
と

が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

一
方
、
こ
れ
と
は
違
う
意
味
で
歴

史
的
に
と
ら
え
て
き
た
事
実
も
あ
る
。

　

今
か
ら
約
６
０
０
年
前
の
室
町
時

代
、
こ
の
時
代
の
文
化
の
核
を
築
い

た
と
ま
で
い
わ
れ
る
世ぜ

あ

み

阿
弥
（
能
楽

師
、
能
楽
作
家
）
の
著
に
な
る
「
花

鏡
」
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

　

「
・
・
・
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
句
三
カ
条
の
口
伝
あ
り
。

　

是
非
と
も
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

　
　
　
　

（
修
行
を
始
め
た
こ
ろ
）

　

時
々
の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

　
　
　

（
修
行
の
各
段
階
ご
と
に
）

　

老
後
の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

　
　
　

（
老
境
に
入
っ
た
と
き
も
）」

と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
初
心
」
と

は
「
初
心
者
」
の
初
心
で
あ
る
。
ま

だ
物
事
を
始
め
た
ば
か
り
で
未
熟
で

慣
れ
な
い
状
態
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

世
阿
弥
が
言
う
に
は
、
修
行
を
始
め

た
こ
ろ
も
、
修
行
の
各
段
階
ご
と
に

お
い
て
も
、
ま
た
老
境
に
入
っ
た
と

き
で
も
、
ど
ん
な
段
階
に
お
い
て
も
、

必
ず
「
芸
の
未
熟
さ

－

初
心
」
は
あ

る
。
芸
を
向
上
す
る
に
は
、
そ
の
初

心
の
と
き
の
記
憶

－

失
敗
経
験
・
そ

の
と
き
に
味
わ
っ
た
屈
辱
や
悔
し
さ

・
そ
こ
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
要
し

た
修
行
・
様
々
な
努
力
な
ど
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。
初
心
の
記

憶
を
忘
れ
れ
ば
、
日
々
の
努
力
を
怠

る
よ
う
に
な
り
、
初
心
（
未
熟
な
状

態
）
に
戻
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

常
に
自
ら
を
戒
め
れ
ば
、
上
達
し
よ

う
と
す
る
姿
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
説
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
能
の
世
界
を
言
っ
て
い
る

が
、
６
０
０
年
後
の
今
の
人
生
の
生

き
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
町
の
平
成
20
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算
を
今
回
の
広
報
紙
に
掲
載

し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
第
４
次
総

合
計
画
の
総
仕
上
げ
に
向
か
っ
て
の

年
度
と
な
る
。「
人
・
自
然
と
も
に
き

ら
め
き
、
心
豊
か
な
美
し
い
郷さ

と

」
づ

く
り
に
向
け
て
、
未
来
を
担
う
人
づ

く
り
を
基
本
に
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
対
策
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
む
決

意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
と

な
る
〝
人
づ
く
り
〞
と
し
て
、
お
互

い
が
〝
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
〞
の
心

意
気
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ご
活
躍
い

た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
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